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一般会計
28年度 当初予算

【
主
な
議
案
と
平
成
28
年
度
の
取

り
組
み
等
】

〇
平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
40
億
９
４
５
２
万
９
千
円

〇
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
１
億
８
０
４
１
万
１
千
円
を

減
額
し
、
総
額
45
億
７
１
３
８
万

６
千
円
に

〇
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に

よ
る
熊
本
市
と
の
連
携
協
約
締
結

○
東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」

の
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
。
造
成
工
事
の
着
手

○
芝
原
地
区
に
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
と

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
進
出
決
定

○
学
校
な
ど
教
育
施
設
周
辺
に
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進

○
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
還
元
率
向

上
な
ど
取
り
組
み
を
強
化

○
空
き
家
登
録
活
用
事
業
の
実
施

と
町
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
作
成

　

平
成
28
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
３
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
開
会
。
総
額
40
億
９
４
５
２
万

９
千
円
の
平
成
28
年
度
当
初
予
算

（
前
年
度
当
初
比
４
５
６
１
万
３

千
円
、
１
・
１
％
減
）
な
ど
31
議

案
を
原
案
通
り
可
決
、
承
認
、
同

意
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
に
は
、
造
成
工
事
に

着
手
す
る
嘉
島
東
部
台
地
土
地
区

画
整
理
事
業
２
億
６
６
１
１
万
５

千
円
、
町
道
滝
河
原
下
仲
間
線
拡

幅
工
事
を
含
む
道
路
新
設
改
良
事

業
１
億
１
９
９
８
万
３
千
円
、
駐

車
場
を
増
設
す
る
総
合
運
動
公
園

整
備
事
業
４
４
６
７
万
１
千
円
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
法
改
正
に
伴
う
町

平成28年第１回嘉島町議会定例会

農
業
委
員
会
委
員
17
人
の
任
命
に

同
意
（
８
㌻
参
照
）。
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
と
補
充
員
の
計
８
人
を

選
び
ま
し
た
（
３
㌻
参
照
）。

　

一
般
質
問
は
、
境
野
隆
文
、
中

津
芳
春
、
森
田
義
雄
、
宮
本
睦
生
、

鍋
田
平
の
５
議
員
が
、
地
域
支
援

事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
詳
細
は
「
議
会
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

荒
木
町
長

　

３
月
に
入
っ
て
こ
こ
数
日
、
春

を
思
わ
せ
る
暖
か
さ
が
続
き
、
過

ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

桜
の
開
花
も
早
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
議
会
か
ら
の
町
の
主
な
動

き
と
、
平
成
28
年
度
の
主
な
取
り

組
み
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」

Ｐ
Ｒ
看
板
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

東
部
台
地
の
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
保
留
地
販
売
戦
略
の
一
環

と
し
て
、
ま
ず
こ
の
事
業
を
広

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
街
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
一
般
公
募
し
ま
し

た
。
宣
伝
効
果
も
あ
っ
て
１
５
１

７
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞

は
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

１
月
３
日
に
は
、
テ
レ
ビ
熊
本

で
30
分
の
特
集
番
組
が
放
送
さ
れ
、

Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
Ｐ
Ｒ
看
板
を
町
内
２
カ

所
に
設
置
。
同
時
に
イ
メ
ー
ジ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
す
。
こ

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
末
永
く
、
親
し
み
と
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
事
業
を
確

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
Ｐ

Ｒ
と
と
も
に
、
造
成
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。
並
行
し
て
下
水
道

工
事
、
簡
易
水
道
工
事
も
始
め
る

予
定
で
す
。

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
等
進
出　

　

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

平
成
27
年
５
月
29
日
に
県
の
都
市

計
画
決
定
に
よ
り
市
街
化
区
域
に

編
入
い
た
し
ま
し
た
。
地
区
界
測

量
、
現
況
調
査
を
行
い
、
道
路
設

計
や
排
水
計
画
等
の
基
本
設
計
を

終
え
、
事
業
認
可
に
向
け
て
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
事
業
は
当
初
、
住
居
系
の
土

地
区
画
整
理
事
業
を
計
画
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
企
業
か
ら
立
地
要

望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
地
権
者

の
了
承
の
も
と
に
一
定
の
商
業
用

地
も
確
保
す
る
計
画
に
見
直
し
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
事
業
認
可
取
得

を
目
指
し
、
仮
換
地
指
定
後
の
29

〜
30
年
度
で
工
事
を
行
い
、
31
年

度
ご
ろ
か
ら
保
留
地
販
売
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

２
月
24
日
に
地
権
者
説
明
会
を

開
催
し
、
住
居
系
か
ら
商
業
系
に

方
針
を
転
換
す
る
こ
と
、
家
電
量

販
店
の
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
が
約
１
万

平
方
㍍
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
約

２
万
５
千
平
方
㍍
を
求
め
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
、
地
権
者
の
了
承

を
得
ま
し
た
の
で
、
そ
の
方
向
で

開
発
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

年
金
生
活
者
等
支
援　

の
臨
時
福
祉
給
付
金　

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵

が
及
び
に
く
い
低
年
金
受
給
者
へ

の
支
援
の
た
め
、
国
が
平
成
27
年

度
補
正
予
算
に
臨
時
福
祉
給
付
金

を
計
上
し
、
平
成
28
年
１
月
20
日

に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に

よ
り
、
平
成
27
年
度
臨
時
給
付
金

町　

政　

報　

告

40億9452万9千円 前年度当初比
1 . 1 ％ 減

ケーズデンキ
ホームセンター芝原地区に　　　　　　　　　　進出
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対
象
者
の
う
ち
、
非
課
税
世
帯
で

平
成
28
年
度
中
に
満
65
歳
に
な
る

方
に
３
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
議
会
に
予
算

を
計
上
、
今
後
支
給
対
象
者
の
抽

出
を
行
い
、
対
象
者
へ
の
通
知
や

申
請
等
の
必
要
な
手
続
き
を
経
て
、

６
月
末
ま
で
に
支
払
い
を
終
わ
ら

せ
る
予
定
で
す
。

　

嘉
島
西
小
学
校
校
舎
増
築
工
事

は
、
１
階
２
教
室
、
２
階
２
教
室
の

延
べ
４
教
室
が
２
月
末
に
ほ
ぼ
完
成

し
ま
し
た
。
学
級
不
足
の
解
消
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

西
小
校
舎
増
築
工
事
竣
工

　

昨
年
は
、
町
内
の
６
つ
の
営
農

組
織
が
統
合
さ
れ
、
組
合
員
数
３

８
８
人
、
経
営
面
積
約
４
８
０
㌶

と
い
う
九
州
最
大
規
模
、
国
内
で

も
有
数
の
「
農
事
組
合
法
人　

か

し
ま
広
域
農
場
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
わ
せ
て
農
地
中
間
管
理
事
業

を
活
用
し
た
農
地
集
積
に
取
り
組

み
、
町
内
の
農
地
面
積
の
約
56
％

に
あ
た
る
約
４
５
７
㌶
の
農
地
が

管
理
機
構
に
貸
し
付
け
ら
れ
、
か

し
ま
広
域
農
場
と
認
定
農
業
者
31

人
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

機
構
を
活
用
し
た
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
は
、

機
構
集
積
協
力
金
が
対

象
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
交
付
対
象
者
か

ら
の
申
請
が
ほ
ぼ
終
わ

り
、
機
構
集
積
協
力
金

の
う
ち
２
つ
の
協
力
金

を
３
月
末
ま
で
に
支
払

う
よ
う
事
務
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
ほ
ぼ
２

年
間
に
わ
た
っ
て
取
り

組
ん
だ
、
町
内
全
域
を

単
位
と
す
る
広
域
農
場

の
設
立
と
農
地
中
間
管

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る

農
地
集
積
協
力
金
の
交
付　

理
事
業
に
よ
る
農
地
集
積
で
、
米
、

麦
、
大
豆
を
中
心
と
し
た
町
の
土

地
利
用
型
農
業
は
一
定
の
競
争
力

強
化
が
図
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

す
る
こ
と
や
、
還
元
率
を
上
げ
る

こ
と
な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
推
進

　

嘉
島
町
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し

を
確
保
す
る
た
め
に
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

当
面
、
学
校
な
ど
の
教
育
施
設

と
そ
の
通
学
路
な
ど
に
設
置
し
、

随
時
、
事
故
多
発
場
所
や
人
通
り

の
少
な
い
場
所
な
ど
に
設
置
を
進

め
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
運
用
を
誤
れ

ば
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
責

任
者
を
定
め
る
な
ど
厳
格
な
運
用

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
感
じ
る

方
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
写
り
た
く
な

い
方
に
対
す
る
配
慮
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

嘉
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

 

創
生
総
合
戦
略
の
取
り
組
み

 

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
嘉

島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
求
職
者

と
企
業
の
求
人
を
支
援
す
る
た
め
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

町
内
企
業
の
求
人
案
内
を
す
で
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
政
策
目
標
の

中
心
で
あ
る
定
住
促
進
に
関
す
る

施
策
と
し
て
、
今
後
増
加
が
予
想

さ
れ
る
空
き
家
、
空
き
地
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
「
空
き
家
登
録
活
用
事

業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
か
ら
の
移
住
を

促
進
す
る
た
め
、
町
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ

オ
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

熊
本
市
と
連
携
協
約
で

病
児
病
後
児
保
育
拡
大

　

病
児
病
後
児
保
育
事
業
は
現
在
、

嘉
島
町
、
御
船
町
、
甲
佐
町
の
共

同
で
「
御
船
み
る
く
病
児
保
育

室
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
熊

本
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に
基
づ

く
熊
本
市
と
の
連
携
協
約
締
結
に

よ
り
、
４
月
か
ら
、
こ
の
保
育
室

の
ほ
か
熊
本
市
内
の
８
施
設
（
15

㌻
参
照
）
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ　

４
月
か
ら
運
営
開
始　

　

平
成
25
年
10
月
か
ら
、
町
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
体
育
協
会
種

目
部
等
に
よ
っ
て
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
「
嘉
島
町
総
合
型

地
域
ク
ラ
ブ
」
が
３
月
20
日
に
設

立
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
よ
り
「
青
少
年
の
健
全
育

成
」
や
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
」「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
、
ク
ラ

ブ
運
営
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会

町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員

委
員
及
び
補
充
員

任
期
＝
平
成
32
年
３
月
20
日
ま
で

◇
委
員

▽
坂
井　

信
房
さ
ん
（
井
寺
）

▽
福
嶋　

益
人
さ
ん
（
西
村
）

▽
森
田　

孝
男
さ
ん
（
上
島
）

▽
奥
村　

一
紀
さ
ん
（
下
仲
間
）

◇
補
充
員

▽
松
本　

和
男
さ
ん
（
鯰
）

▽
下
田　

正
和
さ
ん
（
下
六
嘉
）

▽
山
本　

一
郎
さ
ん
（
北
甘
木
）

▽
甲
斐　

現
さ
ん
（
上
仲
間
）

完
成
し
た
嘉
島
西
小
の
新
校
舎

ふ
る
さ
と
寄
附
金　
　

の
取
り
組
み
強
化　
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嘉
島
町
消
防
団
の
平
成
28
年
出

初
式
は
３
月
６
日
、
嘉
島
中
学
校

で
行
わ
れ
、
団
員
総
数
３
６
８
人

の
う
ち
榮
光
男
団
長
以
下
２
４
６

人
が
参
加
。
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を

重
ね
て
い
る
団
員
は
、
懸
命
に
成

果
を
競
い
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

分
団
別
に
分
列
入
場
行
進
の
後
、

森
嶋
英
治
副
団
長
を
総
指
揮
者
に

全
員
が
整
列
。
殉
職
団
員
に
黙
と

う
し
た
後
、
荒
木
町
長
が
「
町
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
地
域
防

災
の
要
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
い
る
。
き
ょ
う
は

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

述
べ
、
榮
団
長
は
、「
昨
年
も
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
が
全
国
各
地
で
発

生
し
ま
し
た
。
我
々
消
防
団
は
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
訓
練
に
励

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
団

員
諸
君
は
町
民
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
、
な
お
一
層
精
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
蒲
島
知
事
は
、「
嘉
島

町
消
防
団
は
県
内
で
最
も
優
秀
と

評
判
。
郷
土
愛
に
燃
え
、
厳
し
い

訓
練
を
さ
れ
て
い
る
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

第
２
分
団
第
１
部
の
佐
藤
修
一

団
員
が
力
強
く
選
手
宣
誓
。
幼
光

保
育
園
、
嘉
島
幼
稚
園
、
嘉
島
保

育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演
技

に
続
い
て
、
通
常
点
検
と
操
法
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
お
よ
び
競
技
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
熊
本
県
知
事
表
彰
】
◇
永
年
勤

続
功
労
章
（
消
防
歴
25
年
以
上
の

団
員
）
▽
第
２
分
団
第
２
部　

鋤

野　

民
夫

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】
◇
勤

続
章
（
消
防
歴
30
年
以
上
の
団

員
）
▽
音
楽
隊
員　

宮
田　

英
二

【
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

◇
功
績
章
（
消
防
歴
20
年
以
上
の

団
員
）
▽
第
４
分
団
第
３
部
長　

杉
野　

倫
誉
▽
第
２
分
団
第
２
部

中
冨　

正
▽
第
３
分
団
第
１
部　

田
中　

勲
▽
第
４
分
団
第
４
部　

竹
田　

健
二

◇
勤
績
章
（
消
防
歴
15
年
以
上
の

団
員
）
▽
第
１
分
団
第
２
部
班
長　

髙
田　

洋
治
▽
同
第
２
部　

蜂
屋　

綾
一
、
松
永　

浩
典
▽
第
２
分
団

第
１
部　

森
嶋　

奨
▽
同
第
２
部　

蜂
屋　

淳
一
▽
同
第
３
部　

中
林　

龍
浩
▽
第
４
分
団
第
２
部　

田
中　

大
輔

【
嘉
島
町
表
彰
】

◇
優
良
団
員
（
消
防
歴
10
年
以

上
）
▽
第
４
分
団
第
３
部
班
長　

林
田　

哲
彰
▽
第
１
分
団
第
１
部

班
長　

名
嘉
眞　

勉
、
武
田　

昂

大
▽
同
第
２
部
班
長　

木
郡　

智

紀
▽
第
２
分
団
第
１
部　

髙
森　

昭
憲
、
塚
本　

智
徳
▽
第
３
分
団

第
２
部　

笠　

峰
郎
▽
第
４
分
団

第
４
部　

淺
井　

太
一
郎
▽
音
楽

隊
員　

齊
藤　

明
子

【
競
技
結
果
】

◇
通
常
点
検
▽
１
位　

第
３
分
団

◇
操
法
競
技
▽
１
位　

第
１
分
団

第
１
部
（
井
寺
）
▽
２
位　

第
３

分
団
第
１
部
（
上
島
）
▽
３
位　

第
３
分
団
第
３
部
（
滝
河
原
）

◇
平
成
27
年
年
末
警
戒
▽
１
位　

第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
▽
２

位　

第
１
分
団
第
２
部
（
下
六

嘉
）
▽
３
位　

第
２
分
団
第
２
部

（
上
六
嘉
）

年末警戒1位の第1分団第1部

荒木町長
操法競技１位の第１分団第１部

榮団長

選手宣誓する佐藤団員

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

  

消
防
団　

出
初
式

消
防
団　

出
初
式

訓
練
の
成
果
競
う

訓
練
の
成
果
競
う

通
常
点
検
１
位
の
第
3
分
団
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通 常 点 検 幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

操 法 競 技
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嘉
島
東
小
の
卒

業
式
は
３
月
23
日
、

同
校
体
育
館
で
行

わ
れ
、
18
人
（
男

子
11
人
、
女
子
７

人
）
が
巣
立
ち
ま

し
た
。

　

松
田
秀
喜
校
長

は
卒
業
生
一
人
一

人
に
卒
業
証
書
を

授
与
。「
人
を
思

い
や
る
や
さ
し
い

心
を
持
ち
続
け
、

努
力
と
挑
戦
を
続

け
て
く
だ
さ
い
」

と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
、
荒

木
町
長
は
、「
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
東
小
で
学
ん
だ
こ
と
を
基

礎
に
中
学
校
で
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
は
、
卒
業
生
一
人
一

人
の
思
い
出
を
発
表
。
卒
業
生

も
「
励
ま
し
合
っ
た
６
年
間
を
決

し
て
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
一
人
ず
つ

思
い
出
や
夢
を
発
表
。
み
ん
な
で

合
唱
し
、「
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

自
分
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
き

ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
の
卒
業
式
は
３
月
12

日
、
同
中
体
育
館
で
行
わ
れ
、
71

人
（
男
子
42
人
、
女
子
29
人
）
が

一
人
ず
つ
、
髙
森
富
雄
校
長
か
ら

卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

※
表
紙
参
照

　

髙
森
校
長
は
、「
君
た
ち
が
進

む
道
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し

ま
す
が
、
自
ら
の
生
活
に
責
任
を

持
ち
、
自
ら
の
生
き
方
を
見
つ
け

式の最後に校歌を斉唱する卒業生

卒業

髙森校長荒木町長

松田校長

卒業生代表の白神くん

「
夢
に
向
か
い
飛
び
立
つ
」

「
夢
に
向
か
い
飛
び
立
つ
」

嘉
島
中
学
校

嘉
島
中
学
校

涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
堂
々
と

全
員
で
合
唱
す
る
卒
業
生

思い出や夢を発表する卒業生 在校生や保護者に向かって歌う卒業生

「未来を切り開く」
嘉島東小学校

卒
業

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。
荒
木
町
長

は
、「
若
々
し
い
頭
脳
は
社
会
の

原
動
力
で
す
。
将
来
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
の
白
神
嘉
也
君

は
「
３
年
間
で
多
く
の
人
に
関
わ

り
、
中
で
も
友
だ
ち
の
存
在
は
大

き
か
っ
た
。
私
た
ち
は
自
分
の
夢

に
向
か
っ
て
飛
び
立
っ
て
い
き
ま

す
」
と
決
意
を
表
明
。
卒
業
生
は

涙
を
こ
ら
え
て
在
校
生
や
先
生
に

感
謝
、
全
員
合
唱
の
後
、
退
場
時

に
は
保
護
者
の
前
に
並
ん
で
感
謝

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
多
く
も
卒
業
生
の
発

表
や
歌
に
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。
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仲
間
に
感
謝

町
特
別
支
援
学
級

お
祝
い
会

　

嘉
島
西
小
の
卒

業
式
は
３
月
23
日
、

同
小
体
育
館
で
あ

り
、
58
人
（
男
子

30
人
、
女
子
28

人
）
が
学
び
舎
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

　

竹
田
泰
司
校
長

は
一
人
一
人
に
卒

業
証
書
を
手
渡
し
、

「
皆
さ
ん
が
発
揮

し
た
自
主
性
と
実

行
力
は
下
級
生
の

模
範
で
し
た
。
夢

を
あ
き
ら
め
ず
努

力
し
て
ほ
し
い
」、

中
林
教
育
委
員
長
は
、「
中
学
で

も
く
じ
け
る
こ
と
な
く
前
に
進
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

在
校
生
は
卒
業
生
の
思
い
出
を

発
表
。
卒
業
生
は
、
先
生
や
保
護

者
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
思
い
出
、

将
来
の
夢
な
ど
を
発
表
。「
苦
し

い
時
、
い
つ
も
仲
間
が
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
仲
間
を
大
切
に
し
、

夢
に
向
か
っ
て
い
ま
飛
び
立
ち
ま

す
」
と
元
気
に
宣
言
し
ま
し
た
。竹田校長

思い出や感謝を葉発表する卒業生 ６年間の思い出を胸に校歌を斉唱する卒業生

「いま夢に向かう」
嘉島西小学校

卒
業

　

嘉
島
幼
稚
園
の
卒
園
式
は
３
月

18
日
。
31
人
（
男
児
12
人
、
女
児

19
人
）
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
岩
永

啓
次
園
長
は
「
み
ん
な
い
ろ
ん
な

が
ん
ば
り
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
」

と
ほ
め
、
荒
木
町
長
は
「
小
学
校

で
も
元
気
で
仲
良
く
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

卒
園
児
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
、
園
長
か

ら
修
了
証
書
を
受
け
取
り
、「
楽
し

か
っ
た
」「
が
ん
ば
り
ま
し
た
」
と

思
い
出
や
歌
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
保
育
園
は
26
日
、38
人
（
男

児
22
人
、
女
児
16
人
）
が
、
幼
光

保
育
園
も
同
日
、21
人
（
男
児
11
人
、

女
児
10
人
）
が
卒
園
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
・
西
小
と
嘉
島
中
を
卒

業
し
て
進
学
す
る
仲
間
を
祝
う
、

嘉
島
町
特
別
支
援
学
級
の
お
祝
い

会
が
３
月
14
日
、
町
民
会
館
で
に

ぎ
や
か
に
開
か
れ
、
先
生
や
保
護

者
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
16
人
で
作
る
「
さ

ん
サ
ン
な
か
ま
」
の
う
ち
の
４
人

が
卒
業
。
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
運
動
会

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
一
緒
に
仲
良

く
活
動
し
ま
し
た
。
楽
し
い
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
の
後
、
在
校
生
や
先

生
が
お
祝
い
の
言
葉
や
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
り
、
出
席
し
た
３
人
は
、

仲
間
へ
の
感
謝
や
思
い
出
を
発
表
、

「
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

さんサンなかまお祝い会

卒園

卒業

「
み
ん
な
楽
し
か
っ
た
」

「
み
ん
な
楽
し
か
っ
た
」

嘉
島
幼
稚
園
、
幼
光
保
育
園
、
嘉
島
保
育
園

嘉
島
幼
稚
園
、
幼
光
保
育
園
、
嘉
島
保
育
園

元気よく歌う嘉島幼稚園の卒園生

在園生に向かって歌う嘉島保育園の卒園生21人が巣立った幼光保育園の卒園式
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嘉
島
町
総
合
計
画
審
議
会
（
川

上
國
治
会
長
）
は
３
月
２
日
、
役

場
会
議
室
で
開
催
。
４
月
か
ら
始

ま
る
第
５
次
町
総
合
計
画
後
期
の

基
本
計
画
（
平
成
28
〜
32
年
度
）

を
審
議
、
東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い

の
杜
」
の
開
発
や
、
昨
年
末
に
策

定
し
た
嘉
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
な
ど
に
合
わ

せ
て
当
初
計
画
を
修
正
し
ま
し
た
。

　
「
活
力
と
潤
い
に
満
ち
た
田
園

文
化
都
市
―
住
ん
で
良
か
っ
た
！

水
の
郷　

嘉
島
」
の
基
本
理
念
に

変
わ
り
は
な
く
、
町
は
後
期
も
理

念
実
現
の
努
力
を
続
け
ま
す
。

　

同
審
議
会
は
町
議
会
や
各
種
団

体
の
代
表
14
人
で
構
成
。
後
期
基

本
計
画
に
は
、「
ゆ
う
す
い
の
杜
」

開
発
の
進
展
に
合
わ
せ
て
、
地
区

の
宣
伝
広
告
や
総
合
住
宅
展
示
場

な
ど
に
よ
る
保
留
地
販
売
促
進
な

ど
の
事
業
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
か
ら
は
、
空
き
家
登

録
情
報
の
提
供
や
相
談
窓
口
に
よ

る
希
望
者
の
移
住
・
定
住
促
進
、

町
内
企
業
の
求
人
情
報
提
供
な
ど

に
よ
る
雇
用
創
出
と
相
談
窓
口
な

ど
に
よ
る
創
業
支
援
、
嘉
島
町
の

知
名
度
向
上
の
た
め
の
宣
伝
活
動
、

ふ
る
さ
と
寄
附
の
推
進
な
ど
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
し
ま
広
域
農
場
設
立

に
伴
う
農
地
集
積
の
積
極
的
な
呼

び
か
け
や
農
産
物
の
販
路
拡
大
。

設
立
を
果
た
し
た
総
合
型
地
域
ク

ラ
ブ
の
支
援
。
総
合
運
動
公
園
整

備
と
町
民
会
館
建
設
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
充
実
。
特

定
健
診
の
受
診
率
向
上
や
医
療
費

抑
制
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
、
登

下
校
防
犯
対
策
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
追
加
、
修
正
を
行
い
ま
し

た
。

　

嘉
島
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

は
３
月
４
日
、
平
成
27
年
度
会
議

を
役
場
会
議
室
で
開
催
。「
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
進
捗
状
況
と
と
も
に
、
28
年
度

に
は
、
町
内
３
園
目
と
な
る
東
部

幼
光
保
育
園
が
４
月
、
三
郎
無
田

に
新
規
開
園
す
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
工
藤
教
育
長
を
会

長
に
保
護
者
や
民
生
児
童
委
員
、

保
育
・
学
校
関
係
者
な
ど
14
人
で

構
成
。
町
の
支
援
事
業
計
画
は
、

町
内
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
も
と
に
平
成
26
年
度
に
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
幼
稚
園

や
保
育
園
の
利
用
や
延
長
保
育
の

平
成
27
年
度
実
績
は
ほ
ぼ
見
込
み

通
り
だ
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
者
数
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
は
計
画
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
も
子
育
て
支
援
の

事
業
計
画
や
進
捗
状
況
な
ど
を
審

議
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

左から、協定を結んだ荒木町長、
鍋田局長、寺田氏

　

嘉
島
町
と
嘉
島
、
六
嘉
、
熊
本

東
の
３
郵
便
局
は
３
月
22
日
、
災

害
発
生
時
の
協
力
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
が

地
域
貢
献
策
と
し
て
全
国
的
に
推

進
中
で
、
上
益
城
郡
内
で
は
初
の

締
結
で
す
。

　

協
力
事
項
は
、
被
災
者
同
意
の

う
え
で
の
避
難
先
リ
ス
ト
の
相
互

提
供
や
、
郵
便
配
達
中
に
発
見
し

た
道
路
損
壊
な
ど
の
情
報
提
供
、

被
災
者
の
郵
便
料
金
免
除
な
ど
８

項
目
で
す
。
締
結
は
町
長
室
で
行

わ
れ
、
荒
木
町
長
と
嘉
島
郵
便
局

の
鍋
田
平
局
長
、
４
月
１
日
付
で

同
局
長
に
就
任
す
る
寺
田
知
章
氏

が
出
席
し
ま
し
た
。
六
嘉
郵
便
局

長
は
園
田
義
宣
氏
、
熊
本
東
郵
便

局
長
は
木
山
晃
氏
で
す
。

平
成
平
成
2828
〜〜
3232
年
度
年
度

後
期
基
本
計
画
を
修
正

後
期
基
本
計
画
を
修
正

理
念
実
現
に
努
力
継
続

理
念
実
現
に
努
力
継
続

町
総
合
計
画
審
議
会

町
総
合
計
画
審
議
会

　

嘉
島
町
農
業
委
員
会
の
委
員
17

人
は
、
３
月
11
日
の
町
議
会
同
意

を
経
て
４
月
１
日
、
荒
木
町
長
か

ら
任
命
書
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
で
、
農
業
委
員
は
公
選
制

か
ら
公
募
と
議
会
同
意
を
経
て
首

長
が
任
命
す
る
制
度
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
町
議
会
は
定
数
16
人
を

17
人
と
す
る
条
例
改
正
を
昨
年
12

月
の
町
議
会
で
可
決
。
町
は
１
月

４
日
か
ら
２
月
１
日
ま
で
候
補
者

を
募
集
、
３
月
議
会
に
新
委
員
の

任
命
同
意
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

新
委
員
は
次
の
通
り
。
任
期
は

平
成
31
年
３
月
末
ま
で
の
３
年
間

で
す
。
か
っ
こ
内
は
行
政
区
。

▽
中
山　

忍
さ
ん
（
上
仲
間
）

▽
林
田　

篤
さ
ん
（
下
仲
間
）

▽
山
内　

秀
一
さ
ん
（
高
田
）

▽
西
岡　

敏
春
さ
ん
（
上
六
嘉
）

▽
松
永　

雄
治
さ
ん
（
上
六
嘉
）

▽
髙
木　

勝
美
さ
ん
（
井
寺
）

▽
森
田　

義
美
さ
ん
（
北
甘
木
）

▽
吉
田　

二
郎
さ
ん
（
犬
渕
）

▽
友
田　

廣
さ
ん
（
三
郎
無
田
）

▽
岩
永　

俊
夫
さ
ん
（
上
島
）

▽
下
田　

司
さ
ん
（
上
島
）

▽
岡　

牧
生
さ
ん
（
鯰
）

▽
佐
藤　

光
志
さ
ん
（
鯰
）

▽
本
田　

博
士
さ
ん
（
下
六
嘉
）

▽
森
下　

文
夫
さ
ん
（
下
六
嘉
）

▽
榮　

恵
さ
ん
（
北
甘
木
）

▽
村
上　

卓
也
さ
ん
（
西
村
）

町
農
業
委
員

町
農
業
委
員
1717
人
を
任
命

人
を
任
命

  

３
月
議
会
で
同
意

３
月
議
会
で
同
意

災
害
時
に
協
力

 

町
と
郵
便
局
が
協
定
締
結

支
援
事
業
の
進
捗
状
況
報
告

東
部
幼
光
保
育
園

三
郎
無
田
に
開
園

町
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
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任
期
満
了
に
伴
う
熊
本
県
知
事

選
挙
は
３
月
27
日
投
票
、
即
日
開

票
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
有
権
者
数
は
、
７
２
７
７

人
（
男
３
４
２
８
人
、
女
３
８

４
９
人
）。
投
票
率
は
55
・
05
％

（
う
ち
期
日
前
投
票
17
・
3
％
）

で
、
前
回
よ
り
12
・
3
㌽
高
く
な

熊
本
県
知
事
選
挙

熊
本
県
知
事
選
挙

　　

嘉
島
町
の
投
票
率

嘉
島
町
の
投
票
率
5555
・・
0505
％％

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の

設
立
総
会
は
３
月
20
日
、
町
民
体

育
館
で
開
か
れ
、
町
民
や
関
係
者

約
50
人
が
出
席
。
ク
ラ
ブ
規
約
な

ど
を
承
認
、
４
月
か
ら
会
員
募
集

と
ス
ポ
ー
ツ
中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
始
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
誰
も
が
加
入
で
き

る
会
員
制
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
年
代
を
対
象
に
、
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
、
文
化
活

動
な
ど
を
楽
し
む
機
会
を
提
供
す

る
の
が
目
的
。
役
員
は
、
理
事

（
運
営
委
員
）
11
人
と
監
事
２
人

を
選
任
。
互
選
で
会
長
に
上
野
幸

浩
さ
ん
、
副
会
長
に
山
本
一
郎
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

上
野
会
長
は
、「
嘉
島
を
ま
す

ま
す
元
気
に
し
た
い
と
い
う
の
が

一
番
の
願
い
。
身
近
で
愛
さ
れ
る

ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
、
マ
チ
と
医
科
学

研
究
所
の
河
野
真
介
代
表
に
よ
る

健
康
と
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

も
開
か
れ
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　

事
務
局
（
教
育
委
員
会
内
）

 

☎
２
３
７－

０
０
５
８

E
-m
ail

：

 
sougougata@

outlook.jp

※
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
TTP
:/K
ps-y.sakura.ne.jp/

sougougata/

　

嘉
島
町
と
御
船
警
察
署
は
３
月

24
日
、
平
成
28
年
度
に
設
置
予
定

の
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
関
す
る
合
意
書
に
調
印
し
ま
し

た
。
自
治
体
と
警
察
と
の
調
印
は

県
内
で
初
め
て
と
の
こ
と
で
す
。

　

合
意
書
は
６
項
目
。
公
共
の
安

全
と
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
、
嘉

島
町
は
御
船
署
の
要
請
に
応
じ
て
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
情
報
・
記
録
を
提

供
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
小
中
学
校
な

ど
教
育
施
設
周
辺
に
設
置
予
定
で
、

カ
メ
ラ
設
置
を
明
示
す
る
な
ど
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
も
配
慮
し
ま
す
。

　

調
印
は
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、

荒
木
町
長
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
は
安
全
・
安
心
の
確
保
」、
川

北
恭
司
御
船
署
長
は
「
県
警
は
犯

罪
の
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
を

推
進
中
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪

防
止
に
効
果
的
」
と
話
し
ま
し
た
。

調印後、握手する川北署長（右）と荒木町長

上野幸浩会長

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
設
立

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
設
立

４
月
か
ら
活
動
開
始

４
月
か
ら
活
動
開
始

公
共
の
安
全
と
犯
罪
防
止
に

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
活
用
で
合
意

 

嘉
島
町
と
御
船
署
が
調
印

平
成
28
年
３
月
27
日
投
開
票

○
嘉
島
町
開
票
結
果
（
届
出
順
）
と
投
票
状
況

り
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
投
票
所
は
４
カ
所
。

開
票
は
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
役
場
に
は
、
告
示
翌
日
の

３
月
11
日
か
ら
投
票
日
前
日
の
26

日
ま
で
の
16
日
間
、
期
日
前
投
票

所
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

候補者氏名 党　派 得票数

寺内　大介 無所属 144

蒲島　郁夫 無所属 2,932

幸山　政史 無所属 910

男 女 計

選 挙 当 日
有 権 者 数 3,428 人 3,849 人 7,277 人

投 票 者 数 1,879 人 2,127 人 4,006 人

うち期日前
投 票 者 数 558 人 702 人 1,260 人

投 票 率 54.81% 55.26% 55.05%

前回投票率 42.70% 42.80% 42.75%

広報かしま 2016.4
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嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委

員
会
は
３
月
18
日
、
役
場
で
開
催
。

平
成
29
年
度
か
ら
、
粗
大
ご
み
は

有
料
の
随
時
申
込
・
戸
別
収
集
と

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
春
秋
の
年
２
回
行
っ

て
き
た
粗
大
ご
み
回
収
は
、
指
定

時
間
外
の
収
集
対
象
で
は
な
い
ご

み
の
大
量
搬
入
が
目
立
ち
、
地
区

外
か
ら
の
持
ち
込
み
も
あ
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
指
定
業
者
に
よ

る
分
別
回
収
も
難
し
く
な
っ
て
き

た
た
め
、
有
料
化
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。
上
益
城
郡
内
で
は
益
城
町

が
平
成
23
年
度
か
ら
、
同
様
の
収

集
方
法
で
有
料
化
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
は
29
年
４
月
か
ら
。
料
金

は
粗
大
ご
み
１
品
目
に
つ
き
５
０

０
円
。
た
て
、
横
、
高
さ
３
辺
の

長
さ
の
合
計
が
４
㍍
未
満
。
指
定

業
者
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
み
、
業
者
が
戸
別
に
訪
問
、
料

金
を
支
払
う
と
ス
テ
ッ
カ
ー
を

張
っ
て
回
収
し
ま
す
。
収
集
す
る

品
目
は
従
来
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
が
、

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
あ
ら

た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
春
の
町
内
一
斉
清
掃
と
粗
大

ご
み
回
収
は
４
月
24
日
に
実
施
し

ま
す
。
粗
大
ご
み
回
収
は
今
秋
ま

で
は
こ
れ
ま
で
通
り
無
料
で
す
。

【
優
良
団
体
表
彰
地
区
】

　

①
犬
渕
②
上
六
嘉
③
三
郎
無
田

来
年
４
月
か
ら

来
年
４
月
か
ら

粗
大
ご
み
収
集
有
料
化

粗
大
ご
み
収
集
有
料
化

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委
員
会

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委
員
会

平成27年度　リサイクル事業年間実績表
地区名 世帯数 ビン類

（㎏）
世帯割
（㎏）

新聞・
雑誌
（㎏）

世帯割
（㎏）

ダンボール
（㎏）

世帯割
（㎏）

古布
（㎏）

世帯割
（㎏）

アルミ缶
（㎏）

世帯割
（㎏）

総　計
総排出量
対前年比排出量

（㎏）
世帯割
（㎏） 順位

下六嘉 278 1,398 5.0 18,130 65.2 1,330 4.8 540 1.9 640 2.3 22,038 79.3 5 (3) －17.5%

三郎無田 48 234 4.9 3,260 67.9 690 14.4 320 6.7 130 2.7 4,634 96.5 3 (7) 19.3%

井　寺 179 906 5.1 10,150 56.7 640 3.6 710 4.0 340 1.9 12,746 71.2 7 (2) －29.9%

北甘木 199 833 4.2 13,570 68.2 1,630 8.2 700 3.5 360 1.8 17,093 85.9 4 (4) －11.5%

上六嘉 223 1,436 6.4 19,360 86.8 1,560 7.0 750 3.4 740 3.3 23,846 106.9 2 (1) －2.9%

西　村 191 579 3.0 7,540 39.5 1,010 5.3 680 3.6 470 2.5 10,279 53.8 10 (9) 14.3%

上　島 717 1,073 1.5 18,390 25.6 2,370 3.3 1,850 2.6 420 0.6 24,103 33.6 12 (10) －18.0%

鯰 798 830 1.0 15,880 19.9 1,610 2.0 1,420 1.8 500 0.6 20,240 25.4 13 (13) －10.2%

滝河原 282 640 2.3 6,950 24.6 1,570 5.6 630 2.2 370 1.3 10,160 36.0 11 (12) －3.3%

高　田 102 208 2.0 4,640 45.5 560 5.5 270 2.6 190 1.9 5,868 57.5 9 (11) 18.0%

上仲間 116 650 5.6 6,970 60.1 650 5.6 430 3.7 430 3.7 9,130 78.7 6 (6) －9.0%

下仲間 115 905 7.9 5,060 44.0 500 4.3 370 3.2 311 2.7 7,146 62.1 8 (8) －21.0%

犬　渕 57 715 12.5 4,550 79.8 480 8.4 330 5.8 250 4.4 6,325 111.0 1 (5) 17.8%

計 3,305 10,406 3.1 134,450 40.7 14,600 4.4 9,000 2.7 5,151 1.6 173,607 52.5 －10.3%

※世帯割は、平成27年４月１日現在の世帯数で算出。北甘木区については、特別養護老人ホーム50世帯を除く。高田区25世帯除く。
※総計の順位欄の（　）は、昨年度の順位。

町
内
一
斉
清
掃

粗
大
ご
み
収
集

４
月
24
日
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人
事
異
動  (　

)

内
は
旧
所
属
・
役
職

企
画
情
報
課
総
括
審
議
員
兼
課
長
兼
商
工

観
光
係
長

塚
本　
　

望 （
農
政
課
長
兼
農
地
係
長
）

総
務
課
長

藤
瀬　

伸
二 （
企
画
情
報
課
長
兼
商
工
観
光
係
長
）

学
校
教
育
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

石
井　

誠
志 （
社
会
教
育
課
長
兼
社
会
体
育
係
長
）

農
政
課
長
兼
農
地
係
長

春
日　

公
和 （
建
設
課
審
議
員
兼
下
水
道
係
長
）

町
民
課
長

樋
口　
　

学 （
総
務
課
審
議
員
兼
総
務
係

長
兼
人
事
広
報
係
長
）

社
会
教
育
課
長

西
郡　

豊
孝 （
税
務
課
審
議
員
兼
課
税
係
長
）

税
務
課
長

緒
方　

伸
也 （
農
政
課
審
議
員
兼
農
政
係

長
兼
整
備
係
長
）

農
政
課
審
議
員
兼
地
籍
調
査
係
長

冨
岡　

宗
徳 （
町
民
課
審
議
員
兼
戸
籍
係
長
）

農
政
課
審
議
員
兼
農
政
係
長
兼
整
備
係
長

髙
田　

克
明 （
農
政
課
審
議
員
兼
地
籍
調
査
係
長
）

総
務
課
審
議
員

森
田　

英
樹 （
熊
本
県
警
宇
城
警
察
署
）

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
長

上
野　

裕
之 （
税
務
課
参
事
）

企
画
情
報
課
企
画
係
長
兼
情
報
管
理
係
長

牛
嶋　

寿
男 （
総
務
課
参
事
）

情
報
管
理
係
長
）

総
務
課
総
務
係
長
兼
人
事
広
報
係
長

河
原　

和
幸 （
総
務
課
参
事
）

町
民
課
戸
籍
係
長

園
田
ひ
ろ
み （
町
民
課
参
事
）

建
設
課
下
水
道
係
長

永
田　

智
紀 （
建
設
課
参
事
）

税
務
課
課
税
係
長

松
本　

和
美 （
税
務
課
参
事
）

町
民
課
介
護
保
険
係
長

吉
本　

博
志 （
町
民
課
参
事
）

総
務
課
付
参
事
（
上
益
城
広
域
連
合
派
遣
）

下
田　

雅
文 （
総
務
課
付
参
事
上
益
城
広

域
連
合
派
遣
）

会
計
室
参
事

河
原　

正
弘 （
企
画
情
報
課
企
画
係
長
兼

管
理
係
長
）

町
民
課
参
事
（
隣
保
館
）

中
川　

裕
二
（
社
会
教
育
課
参
事
）

総
務
課
参
事

宮
岡
久
美
子 （
会
計
室
参
事
）

町
民
課
主
事

𠮷
田　

秀
一 （
学
校
教
育
課
主
事
）

農
政
課
主
事

田
端　

文
緒
（
総
務
課
付
主
事
熊
本
県

市
町
村
振
興
協
会
派
遣
）

税
務
課
主
事

田
上　
　

潤 （
農
政
課
主
事
）

総
務
課
付
主
事
（
熊
本
県
市
町
村
振
興
協
会
派
遣
）

吉
﨑　

武
暢 （
町
民
課
主
事
）

建
設
課
主
事

内
川　

彩
乃 （
農
政
課
主
事
）

総
務
課
主
事

中
野　

啓
輔 （
税
務
課
主
事
）

町
民
課
主
事

吉
永　

征
弘 （
総
務
課
主
事
）

役
場
の
人
事
異
動
・
昇
格　
４
月
１
日
付

社
会
教
育
課
技
師

橋
口　

剛
士 （
新
規
採
用
）

税
務
課
主
事

古
閑　

大
智 （
新
規
採
用
）

農
政
課
主
事

甲
斐
ひ
と
み （
新
規
採
用
）

建
設
課
主
事

吉
竹　

翔
平 （
新
規
採
用
）

建
設
課
主
事

上
野　

公
貴 （
新
規
採
用
）

税
務
課
主
事

福
住　

直
希 （
新
規
採
用
）

総
務
課
主
事

德
本　

将
晃 （
新
規
採
用
）

町
民
課
主
事

坂
口　

大
智 （
新
規
採
用
）

社
会
教
育
課
参
事

中
村　

文
士 （
再
任
用
）

学
校
教
育
課
参
事

塚
本　

誠
一 （
再
任
用
）

学
校
教
育
課
参
事

松
本　

伸
二 （
再
任
用
）

昇　
　

格 

会
計
室
総
括
審
議
員
兼
会
計
管
理
者
兼
室
長

中
村　

主
税 （
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）

議
会
事
務
局
総
括
審
議
員
兼
局
長

光
橋　

憲
司 （
議
会
事
務
局
長
）

建
設
課
総
括
審
議
員
兼
課
長
兼
建
設
係
長

成
松　

信
博 （
建
設
課
長
兼
建
設
係
長
）

建
設
課
参
事

西
村　

賢
二 （
建
設
課
主
査
）

総
務
課
参
事

上
田　

千
尋 （
総
務
課
主
査
）

退
職
・
再
任
用 

3
月
31
日
付
・
4
月
１
日
付

中
村　

文
士 （
学
校
教
育
課
長
兼
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

＝
定
年

塚
本　

誠
一 （
総
務
課
長
） 

＝
定
年

松
本　

伸
二 （
税
務
課
長
） 

＝
定
年

退　

任　
3
月
31
日
付

船
田　

大
介 （
総
務
課
審
議
員
） 

 

＝
派
遣
期
間
終
了
（
県
警
帰
任
）

退　

職　
3
月
31
日
付

宮
田　
　

稔 （
町
民
課
長
）

中
村　

省
吾 （
総
務
課
付
首
席
審
議
員
熊

本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
派
遣
）

𠮷
田　
　

裕 （
町
民
課
審
議
員
兼
介
護
保
険
係
長
）

佐
藤　
　

忍 （
社
会
教
育
課
参
事
）

◎
新
規
採
用
の
職
員

古閑　大智
（税務課）

橋口　剛士
（社会教育課）

◎
新
任
（
県
警
よ
り
派
遣
）

甲斐ひとみ
（農政課）

上野　公貴
（建設課）

吉竹　翔平
（建設課）

福住　直希
（税務課）

坂口　大智
（町民課）

德本　将晃
（総務課）

森田　英樹
（総務課審議員）
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県
立
美
術
館
分
館
で
開
催
中
の

二
科
展
第
１
０
０
回
記
念
巡
回
展

に
、
上
六
嘉
の
永
田
敦
彦
さ
ん
、

淳
子
さ
ん
夫
妻
の
写
真
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
科
会
は
絵
画
や
彫
刻
、
デ
ザ

イ
ン
、
写
真
な
ど
の
作
家
で
作
る

日
本
の
代
表
的
な
美
術
団
体
の
一

つ
で
、
永
田
さ
ん
夫
妻
は
と
も
に

同
会
写
真
部
の
熊
本
支
部
員
。「
写

真
の
芸
術
性
を
追
究
し
た
い
」
と
、

10
年
目
に
な
る
阿
蘇
・
波
野
の
中

江
岩
戸
神
楽
を
は
じ
め
、
中
高
校

生
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
各

地
の
風
景
、
祭
事
な
ど
の
撮
影

に
忙
し
く
飛
び
回
り
、
各
種
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
を
重
ね
て
い
ま
す
。

二
科
展
第
１
０
０
回
記
念
巡
回
展

二
科
展
第
１
０
０
回
記
念
巡
回
展

　

永
田
さ
ん
夫
妻
の
作
品
展
示

　

永
田
さ
ん
夫
妻
の
作
品
展
示

４
月
４
月
1717
日
ま
で
県
立
美
術
館
分
館

日
ま
で
県
立
美
術
館
分
館

敦
彦
さ
ん
の
作
品
「
迷
変
化
球
」

永田敦彦さん、淳子さん

淳
子
さ
ん
の
作
品
「
朝
も
や
の
中
」

　

嘉
島
中
学
校
２
年
生
73
人
の
立

志
式
は
２
月
27
日
、
町
民
会
館
で

開
催
。
生
徒
は
将
来
へ
の
決
意
を

発
表
し
た
後
、
熊
本
城
ま
で
約
10

㌔
を
歩
き
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

同
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
藤
本
勇
一
朗
会

長
）
の
主
催
。
生
徒
は
保
護
者

を
前
に
、「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
」

「
み
ん
な
の
役
に
立
つ
よ
う
に
」「
自

分
の
言
葉
に
責
任
を
持
て
る
人
に
」

と
目
指
す
人
物
像
を
発
表
、
時
松

航
世
生
徒
会
長
が
、「
人
生
の
困
難

に
負
け
る
こ
と
な
く
前
を
向
い
て

行
く
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

熊
本
城
へ
は
保
護
者
約
20
人
と

と
も
に
全
員
が
元
気
に
歩
き
通
し
、

二
の
丸
広
場
で
保
護
者
が
用
意
し

た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
で
昼
食
。
天

守
閣
に
登
っ
て
下
界
を
見
お
ろ
し
、

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
１
年
生
24
人
は
３
月

18
日
、
同
小
体
育
館
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
で
開
か
れ
た
お
手
玉
教
室
で
、

お
手
玉
遊
び
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

昔
遊
び
の
授
業
の
た
め
に
、
学

校
評
議
員
の
川
上
陽
子
さ
ん
た
ち

３
人
が
新
し
い
お
手
玉
を
作
っ
て

あ
げ
た
の
を
機
に
、
川
上
さ
ん
が

益
城
お
じ
ゃ
め
の
会
の
知
人
を

誘
っ
て
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

指
導
は
川
上
さ
ん
た
ち
５
人
。

児
童
は
数
種
類
の
遊
び
を
教
え
て

も
ら
い
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
遊

び
ま
し
た
。
空
中
に
投
げ
て
受
け

る
遊
び
は
一
度
に
２
個
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
児
童
も
い
ま
し
た
が
、

「
先
生
」
が
３
個
一
度
に
や
っ
て

み
せ
る
と
、
み
ん
な
驚
き
の
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

目指す人物像を発表する生徒たち

熊本城に元気に到着した生徒たち

「先生」の妙技に見入る児童

  

嘉
島
東
小
１
年
生

嘉
島
東
小
１
年
生

将
来
へ
の
決
意
胸
に

将
来
へ
の
決
意
胸
に

　

熊
本
城
ま
で

　

熊
本
城
ま
で
1010
㌔
歩
く

㌔
歩
く

嘉
島
中
２
年
生

嘉
島
中
２
年
生「
立
志
式
」　

「
立
志
式
」　
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町
高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級
は

３
月
22
日
、
町
民
会
館
で
開
催
。

熊
本
市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
会

長
の
吉
村
譲
二
さ
ん
が
「
心
豊
か

に
生
き
る
」
と
題
し
て
、
オ
カ
リ

ナ
や
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
を
交
え
な

が
ら
、
定
年
退
職
を
機
に
北
海
道

か
ら
熊
本
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
日

本
縦
断
の
旅
を
し
た
こ
と
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。

　

吉
村
さ
ん
は
元
教
師
。
平
成
19

年
夏
、
札
幌
を
出
発
、
各
地
を
見

学
し
な
が
ら
76
泊
77
日
、
２
０
４

６
㌔
を
走
破
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
残
る
熊
本
―
鹿
児
島
の
旅
も

実
現
、
民
生
委
員
な
ど
を
務
め
な

が
ら
、
趣
味
の
音
楽
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
や
施
設
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、「
や
り
た
い
こ
と
ば
か
り
」

と
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

全
国
自
衛
隊
父
兄
会
宇
城
地
区

協
議
会
主
催
の
宇
城
・
上
益
城
地

区
合
同
入
隊
入
校
予
定
者
激
励
会

が
３
月
19
日
、
宇
城
市
の
小
川
町

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

４
月
入
隊
入
校
予
定
の
31
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
か
ら
は
田
口
雅
也
さ

ん
（
下
六
嘉
）
が
高
等
工
科
学
校

に
入
校
予
定
。
来
賓
や
先
輩
隊
員

か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、

神
奈
川
県
の
武
山
駐
屯
地
で
教
育

を
受
け
、
技
術
的
識
能
と
知
徳
体

を
兼
ね
備
え
た
伸
展
性
の
あ
る
自

衛
官
を
目
指
し
ま
す
。

　

３
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
。
嘉

島
幼
稚
園
で
は
お
茶
会
が
開
か

れ
、
園
児
た
ち
が
互
い
に
お
茶
を

点
（
た
）
て
た
り
い
た
だ
い
た
り

し
ま
し
た
。

　

町
文
化
協
会
茶
道
部
の
上
田
け

い
子
さ
ん
た
ち
５
人
が
指
導
、
園

児
の
保
護
者
も
手
伝
い
ま
し
た
。

　

舞
台
に
は
段
飾
り
の
お
雛
さ
ま

や
園
児
手
作
り
の
お
内
裏
さ
ま
が

展
示
さ
れ
、
年
長
組
は
お
め
か
し
。

抹
茶
の
苦
み
に
顔
を
し
か
め
た
り
、

「
お
い
し
い
」
と
声
を
上
げ
た
り

す
る
な
ど
、
思
い
思
い
に
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
種

目
部
主
催
の
第
１
回
水
の
郷
Ｃ
Ｕ

Ｐ
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
は

１
月
23
日
〜
３
月
19
日
開
催
。
町

内
居
住
者
を
中
心
に
活
動
す
る
嘉

島
シ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
は
５
位
で
し
た
。

　

40
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普
及
、
振
興
、

競
技
力
向
上
が
目
的
。
県
内
か
ら

強
豪
８
チ
ー
ム
が
参
加
、
毎
週
土

曜
日
に
ナ
イ
タ
ー
で
戦
い
ま
し
た
。

　

上
位
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
。

　

▽
優
勝　

ラ
ン
ザ
熊
本
セ
レ
ト

Ｓ
・
Ｃ
▽
２
位　

シ
マ
ズ
自
動
車

北
部
▽
３
位　

熊
本
県
教
員
蹴
球

団
Ｏ
Ｂ
、
レ
バ
ン
テ
熊
本
Ｆ
Ｃ

　

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
主
催
の
２
月
大
会
は
２
月
28

日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○
男
女
混
合
の
部

　

▽
優　

勝　
　

土
曜
会
Ｃ

　

▽
準
優
勝　
　

土
曜
会
Ａ

○
女
子
の
部

　

▽
優　

勝　
　

ク
レ
ー
ル
Ｃ

　

▽
準
優
勝　
　

ク
レ
ー
ル
Ｂ

講師の吉村さん

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
日
本
縦
断

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
日
本
縦
断

  「
心
豊
か
に
生
き
る
」

「
心
豊
か
に
生
き
る
」

高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級

高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級

　

自
衛
隊
入
隊
入
校

　

自
衛
隊
入
隊
入
校

　
　

予
定
者
激
励
会

　
　

予
定
者
激
励
会

嘉
島
町
か
ら
田
口
さ
ん

嘉
島
町
か
ら
田
口
さ
ん

記
念
撮
影
で
、
中
央
が
田
口
さ
ん

真剣な表情でお茶を点てる園児

水
の
郷
Ｃ
Ｕ
Ｐ

水
の
郷
Ｃ
Ｕ
Ｐ

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

第
１
回
交
流
大
会

第
１
回
交
流
大
会

熱
戦
を
展
開

熱
戦
を
展
開
！！

町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
協
会
２
月
大
会

レ
ー
協
会
２
月
大
会

嘉島シニアＦＣ

クレールCチーム 土曜会Cチーム

た
の
し
く

　

お
茶
会

嘉
島
幼
稚
園

ひな
まつり
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《
4
〜
5
月
の
休
館
日
》

４
月　

11
、
18
、
25
日

５
月　

２
、
９
、
16
、
23
、
30
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め
に
返
却
日
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》

　

4
月
13
日
、５
月
11
日
の
15
時
半
か
ら
、読
み
聞
か

せ
の
部
屋
で
。参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）・

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内 平成28年3月31日現在
月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

4

9 土
日本アマチュア歌謡連盟熊本支部歌謡大会 9:00 無料 日本アマチュア歌謡連盟熊本支部

  ☎ 090‒4346‒257010 日

13 水 山﨑明　サクソフォン　リサイタル 19:00 2,500 円 Musika Liebe
 ☎ 090‒7161‒5650（山﨑）

24 日 スタジオ ZEN　発表会 13:00 2,600 円 ㈱ ZEN ☎ 090‒4346‒2570（川﨑）
30 土 プレバレエコンサート 2016 13:00 無料 エトワールバレエ教室 ☎ 243‒1467

5 1 日 「エチュード 2016」（第 17 回発表会） 無料 エコール・ド・バレエ・クラシック
  ☎ 385‒8776

おすすめ本
つまをめとらば
 青山文平
異類婚姻譚
 本谷有希子
入社１年目の教科書
 岩瀬大輔
中学・高校生のお弁当
 上田淳子
がんばれ　ゆうくん1年生
 西本鶏介　作　すぎはらともこ　絵
ようちえんにいくんだもん
 角野栄子・文　佐古百美・絵
へいわって　すてきだね
 詩　安里有生　画　長谷川義史

　

こ
の
本
は
、
消
え
た
ミ
ス
テ

リ
ー
作
家
の
な
ぞ
を
三
人
の
子
ど

も
が
か
い
け
つ
し
て
い
く
本
で
す
。

　

こ
の
本
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ

は
、
そ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
の
行

く
て
を
子
ど
も
た
ち
が
捜
し
て
い

く
所
で
す
。
そ
の
な
ぞ
が
全
て
分

か
っ
た
時
、「
そ
う
だ
っ
た
の
！
」

と
お
ど
ろ
い
ち
ゃ
い
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
い
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

本
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「 

ぼ
く
ら
の
ミ
ス
テ
リ
ー
タ
ウ
ン
１

消
え
た
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
の
謎
」

 

ロ
ン
・
ロ
イ
／
作
、
八
木
恭
子
／
訳

 

ハ
ラ
カ
ズ
ヒ
ロ
／
絵

 

フ
レ
ー
ベ
ル
館

嘉島東小学校４年

田中　菜
な お

陽くん

☆本のご寄贈、ありがとうございました。　　内田 由美子様（熊本市東区）、
河原 君代様（井寺）、鍋田 幾久夫様（上島）、河原 弘道様（上仲間）

　町民会館ホール・会議室、学校体育館、
スポーツ施設等の利用を受け付けます。
○日　　時： 4月28日（木）、5月12日（木）、 

26日（木）18時～ 20時
○受付場所： 町民会館１階、町教育委員会

（教委職員が対応します）
【お問い合わせ先】
 町教育委員会　☎237－0058

公共施設・学校施設の夜間受付
 ブックリユース市
　重版や改版で使わなくなった図書を、
利用者の方に無料で差しあげます。
○期間： 4月23日（土）～５月8日（日）

9：00～ 17：00　休館日を除く 
※本がなくなり次第、終了します

○場　所：町民会館図書室
○冊　数：期間中1人1回限りで5冊まで
○対象者： 嘉島町民及び町内企業で働い

ている方

読みたい本差し上げます

　4月23日の「子ども読書の日」にちな
み、しおり作りを通じて読書に親しんで
いただくイベントです。
○期間： 4月23日（土）～５月8日（日）

9：00～ 17：00　休館日を除く 
※材料がなくなり次第、終了します

○場　所：町民会館図書室
○回　数：期間中1人1回限り
○参加費：無料
○対象者： 嘉島町内の中学生まで
【お問い合わせ先】
 町民会館図書室　☎237－0058

しおりを作ってみませんか
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　４月から熊本市の保育室も利用ができるようになりました！！
　保育園・幼稚園・小学校に通っている子どもたちが、熱を出したり、お腹をこわしたりしたとき、
休みが取れない保護者の方に代わって、病児・病後児をお預かりする保育室があります。
　小児科医・医療保育専門士が、バックアップした中で運営しています。はしかはお預かりでき
ませんが、胃腸炎やインフルエンザ等は病態によって預けることができます。

　子どもの緊急時にサポーターがかけつけます！！
　朝からの突然の子どもの病気で保育施設に預けることができない、小児科の受診ができない、
保育施設で保育中に体調不良となってしまった子どもを迎えに行けないなどの時、かけつけと預
かりの２つの体制で、サポーターが保護者の方に代ってお子様のもとへかけつけます。
１．利　　用　　料：９００円／時間
２．問い合わせ時間：７：００～１７：００
３．利　用　方　法：利用するには必ず事前に登録が必要です。

【お問い合わせ・申し込み先】こども緊急サポートセンター　☎３５１－８８２５　
※保育室・人員に限りがあるため、支援を受けられない場合もあります。ご了承ください。

保育室名 所在地 電話番号
御船みるく病児保育室 上益城郡御船町木倉 554-2 ☎：282-2668

熊
本
市

エーネホーム（慈愛園乳児ホーム） 熊本市中央区神水 1丁目 14-1 ☎：383-7553
みるく病児保育室 熊本市西区新土河原 2丁目 8-34 ☎：351-8825
グリム病児保育室（おがた小児科内） 熊本市西区花園 5丁目 24-89 ☎：326-5411
キンダーハウス杉村病院付属病児保育室 熊本市中央区本荘 3丁目 2-13 ☎：371-9395
病児保育みらい（にのみやクリニック内） 熊本市中央区帯山 2丁目 12-10 ☎：381-8766
病児保育エミー（えがみ小児科内） 熊本市北区楠 8丁目 16-63 ☎：339-0331
病児保育室いちご（雁回まこと保育園内） 熊本市南区富合町木原 1410-1 ☎：358-1500
病児・病後児保育ふわっと（ふわわ保育園内）熊本市東区桜木 1丁目 11-7 ☎：367-8030

御船みるく病児保育室 熊本市の保育室

対象児童 小学校 6年生まで 小学校 3年生まで

利 用 料

利用初日………………… 2,000 円 /1 人
2 日目以降の連続利用 … 1,000 円 /1 人
給食費（昼食・おやつ） ……… 300 円

1 日につき………2,000 円 /1 人（昼食代込み）
※利用料の減免制度があります。生活保護受給
世帯の方は利用料が全額免除、町県民税非課
税世帯の方は利用料が半額免除となります。詳し
くは各施設または役場町民課福祉係（下記）ま
でお問い合わせください。

開所時間
月～金曜日　　8：00 ～ 18：30
土曜日　　　　8：00 ～ 13：00
※祝日・年末年始・お盆を除く。

月～土曜日　　8：00 ～ 18：30
※祝日・年末年始を除く。

利用方法
利用するには原則として事前に登録が
必要です。施設にご連絡ください。

利用するには原則として事前に登録が必要で
す。各施設にご連絡ください。

【お問い合わせ先】各施設または役場町民課福祉係　☎２３７－２５７６　
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後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ

後期高齢者医療制度の対象となる方
・75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
・65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（市（区）町村に申請し、広域連合の認定を受
けた日から加入）

　　　※ 一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び4級の一部の方などです。
　　　※ 一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、

いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請・撤回することはできません。
　　　※生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３か月未満である方などは対象になりません。

平成 28・29年度の保険料率が決定しました。
・ 熊本県後期高齢者医療広域連合では 2年ごとの保険料の見直しにより、次のとおり決定しました。

保 険 料 額 均 等 割 額 所 得 割 額

※年額57万円が上限です

（被保険者１人当たり）
×

所得割率

総所得金額等－33 万円
（基礎控除）（年額）

47,900 円
9.26％

= +

平成 28年度は保険料軽減対象者が拡大します。
所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。
　　※被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

◆保険料の均等割額の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

所得が低い方の軽減

⇨保険料の均等割額を９割軽減
「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被
保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ80万円
として計算したうえで所得が0円となる場合

⇨保険料の均等割額を8.5割軽減「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

⇨保険料の均等割額を５割軽減
「基礎控除額（33万円）」＋「26.5万円×世帯の
被保険者数」を超えない世帯 （拡大）

⇨保険料の均等割額を２割軽減
「基礎控除額（33万円）」＋「48万円×世帯の被
保険者数」を超えない世帯 （拡大）

平成 26・27年度保険料率と同一です。
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～特別徴収から口座振替への変更について～
　後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金からの差し引き）により納めている方は、申し出に
より、保険料を口座振替での納付へ変更することができます。

【お問い合わせ先】役場税務課　課税係　☎２３７－２６３９

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月

平成27年４月２日～
平成27年10月１日の間 普通徴収はありません 平成28年４月から

平成27年10月２日～
平成27年２月29日の間 平成28年４・６・７・８・９月 平成28年10月から

平成28年３月１日～
平成28年３月31日の間 平成28年７・８・９月 平成28年10月から

平成 28年度後期高齢者医療保険料の納め方について
　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座
振替）により納めることになります。

　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間18万円未満の方等を除く）で、平成27年 4月 2
日以降に75歳の誕生日を迎えられた方は、次のとおり平成28年度途中から特別徴収となりますの
でご注意ください。

特別徴収の方

普通徴収の方

平成28年 4月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。

平成28年 4月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。

＊ 均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前にな
ります。また、年金所得については、15万円を控除した額で判定します。

被用者保険加入者に扶養されていた方も、特別措置として、平成28年度も保険料の均等割額が
９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　被保険者の総所得金額等が

⇨保険料の所得割額を５割軽減「基礎控除（33万円） 」＋58万円を超えない方
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予
防
接
種

個
別
予
防
接
種
町
内
医
療
機
関

　

平
成
28
年
度
個
別
予
防
接
種
の
実
施

医
療
機
関
は
下
記
の
表
の
通
り
で
す
。

○
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
実
施
す
る
医

療
機
関
で
す
。

　

接
種
に
際
し
て
は
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

下
段
の
乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種
、

子
ど
も
の
個
別
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

と
、
次
ペ
ー
ジ
の
子
ど
も
の
個
別
予
防

接
種
対
象
者
表
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
28
年
度
乳
幼
児

健
診
・
予
防
接
種

　
「
平
成
28
年
度
乳
幼
児
健
診
・
予
防

接
種
表
」
を
３
月
中
旬
に
全
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る

ご
家
庭
は
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
健
診
・
予
防
接
種
表
は
個
別
に
通
知

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
28
年
度
子
ど
も
の

個
別
予
防
接
種

　

平
成
28
年
度
の
個
別
予
防
接
種
対
象

者
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
通
り
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が
医

療
機
関
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

母
子
健
康
手
帳
等
で
接
種
歴
を
確
認

の
う
え
、
必
ず
事
前
に
予
約
を
し
て
、

上
記
の
町
内
指
定
医
療
機
関
で
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
勧
奨
対
象
者
に
は
４
月
に
通
知

を
送
付
す
る
予
定
で
す
の
で
、
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

＜個別予防接種町内医療機関＞　○がついているものが実施する予防接種です。
乳幼児・児童 成人

ヒブ 小児用
肺炎球菌 BCG

ＭＲ
（麻しん
風しん）

水痘 日本脳炎 二種混合 不活化
ポリオ

成人
肺炎球菌

山地外科胃腸科医院
　上島 2491　☎ 237-0003 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西村病院
　北甘木 2085　☎ 237-1551 ○

香田整形外科
　北甘木 2018　☎ 237-2811 ○ ○ ○ ○

たなか内科眼科
　鯰 1898-3　☎ 235-7235 ○ ○

よしむら内科・循環器科
　上島 2299-1　☎ 235-7773 ○ ○ ○ ○ ○

からしま小児科
　上島 961　☎ 235-6333 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さかた耳鼻咽喉科
　鯰 1834-1　☎ 237-4133 ○ ○ ○ ○

大串内科
　鯰 2789-1　☎ 234-7873 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
次
の

通
り
、
実
施
し
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

○
個
人
負
担
金

　

２
０
０
０
円
（
町
内
指
定
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
に
限
る
）

○
対
象
者

・ 

65
歳
（
昭
和
26
年
４
月
２
日
〜
昭
和

27
年
４
月
１
日
生
）

・ 

70
歳
（
昭
和
21
年
４
月
２
日
〜
昭
和

22
年
４
月
１
日
生
）

・ 

75
歳
（
昭
和
16
年
４
月
２
日
〜
昭
和

17
年
４
月
１
日
生
）

・ 

80
歳
（
昭
和
11
年
４
月
２
日
〜
昭
和

12
年
４
月
１
日
生
）

・ 

85
歳
（
昭
和
６
年
４
月
２
日
〜
昭
和

７
年
４
月
１
日
生
）

・ 

90
歳
（
大
正
15
年
４
月
２
日
〜
昭
和

２
年
４
月
１
日
生
）

・ 

95
歳
（
大
正
10
年
４
月
２
日
〜
大
正

11
年
４
月
１
日
生
）

・ 
１
０
０
歳
（
大
正
５
年
４
月
２
日
〜

大
正
６
年
４
月
１
日
生
）

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に

自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る

方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
。

（
※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
対
象
者
は
、

役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

町
民
課
保
健
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）

※
定
期
接
種
の
接
種
機
会
は
生
涯
を
通

じ
て
１
回
の
み
で
す
。
過
去
に
成
人
用

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
方
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
の
方
に
は
通
知
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
接
種
さ
れ
る
町
内
指
定
医
療

機
関
に
通
知
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

健　

康
住
民
健
診
申
込
は
４
月
28
日
ま
で

　

平
成
28
年
８
月
28
日
（
日
）
〜
９
月

１
日
（
木
）
に
嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
実
施
予
定
の
一
般
住
民
健
康
診
査
の

申
込
書
（
調
査
書
）
を
、
４
月
１
日
の

行
政
区
文
書
配
達
で
嘱
託
員
を
通
じ
て

各
世
帯
に
配
付
し
ま
し
た
。

　

同
封
の
回
収
用
封
筒
（
切
手
不
要
）

に
入
れ
、
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
役

場
町
民
課
保
健
係
あ
て
郵
便
で
ご
提
出

＜子どもの個別予防接種対象者＞

予防接種の種類 対　象　者

ヒブ 生後２月から生後 60 月に至るまでの間にある者

小児用肺炎球菌 生後２月から生後 60 月に至るまでの間にある者

不活化ポリオ 生後３月から生後 90 月に至るまでの間にある者

BCG 生後５月に達した時から生後１歳に至るまでの間にある者

麻しん風しん
１期 生後 12 月から生後 24 月に至るまでの間にある者

２期 小学校就学前１年間にある者
（接種勧奨対象者：平成 22 年４月２日～平成 23 年４月１日生）

水痘 生後 12 月から生後 36 月に至るまでの間にある者

日本脳炎

１期
初回

生後３歳に達した時から生後 90 月に至るまでの間にある者
（接種勧奨対象者：平成 24 年４月２日～平成 25 年４月１日生）

１期
追加

１期初回接種終了後おおむね１年の間隔をおいた生後 90 月に至るまでの者
（接種勧奨対象者：平成 23 年４月２日～平成 24 年４月１日生）

２期 ９歳以上 13 歳未満
（接種勧奨対象者：平成 19 年４月２日～平成 20 年４月１日生）

特例
措置

９歳以上 20 歳未満の者
（接種勧奨対象者：平成 18 年４月２日～平成 19 年４月１日生）
（接種勧奨対象者：平成 13 年４月２日～平成 14 年４月１日生）
（接種勧奨対象者：平成 10 年４月２日～平成 11 年４月１日生）

二種混合 11 歳以上 13 歳未満の者（接種勧奨対象者：平成 16 年４月２日～平成 17 年４月１日生）
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く
だ
さ
い
。
直
接
持
参
さ
れ
る
場
合
も

４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
、
役
場
町
民

課
保
健
係
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
に
基
づ
い
て
、
各
健
診
の
受

診
票
等
を
配
付
し
ま
す
。
健
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

３
月
下
旬
以
降
に
本
町
に
転
入
さ
れ

た
方
に
は
、
調
査
書
が
配
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
健
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
嘉
島
町
国
保
加
入
者
の
皆
様
へ

　

本
申
込
書
で
は
『
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）』
の
申
し
込
み
も
同
時

に
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

必
ず
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
全
員
、
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
宅
に
配
付
さ
れ
た
「
嘉
島
町
住
民

健
康
診
査
申
込
書
（
調
査
書
）」
の
集

団
健
診
（
８
月
28
日
〜
９
月
１
日
）
ま

た
は
、
か
し
ま
ド
ッ
ク
（
７
月
〜
10

月
）
の
ど
ち
ら
か
希
望
さ
れ
る
方
の
欄

に
○
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

①
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
で

き
ま
す

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症

状
の
な
い
ま
ま
気
付
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
ま
た

は
な
っ
て
い
る
）
状
態
を
早
期
に
発
見

し
、
重
症
化
予
防
が
で
き
ま
す
。

②
生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
み
や
す
い

内
容
で
す

　

健
診
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る

「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
か
ら
、
個
人
の
健
康
状

態
や
生
活
習
慣
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
取
り
組
み
や
す

く
効
果
的
で
す
。

※
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
は
、
特
定
保

健
指
導
を
健
診
機
関
（
日
赤
熊
本
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

③
継
続
し
た
健
康
状
態
の
把
握
が
可
能

に
な
り
ま
す

　

各
人
が
受
け
た
健
診
結
果
は
、
町
国

保
が
き
ち
ん
と
管
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

検
査
結
果
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援
を

行
い
ま
す
。（
町
開
催
の
健
康
教
室
等
）

④
医
療
費
の
抑
制
に
効
果
的
で
す

　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病

の
発
症
・
重
症
化
を
予
防
で
き
れ
ば
、

ご
家
庭
の
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
が
負
担
す
る

医
療
費
も
削
減
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
（
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
）

☎
２
３
７－

２
５
７
４

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

遠
足
や
運
動
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

気
温
が
高
く
な
る
と
食
中
毒
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
食
品
の
衛
生
的
な

取
り
扱
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
お
弁
当
を
作
る
と
き
は

・ 

必
ず
食
べ
る
当
日
に
作
り
ま
し
ょ

う
・ 

作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
手
を
よ
く

洗
い
ま
し
ょ
う

・ 

食
品
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加

熱
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て
か
ら
清
潔

な
箸
で
弁
当
箱
に
詰
め
ま
し
ょ
う

・ 

お
弁
当
は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管

し
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う

・ 

食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い
切
っ
て

捨
て
ま
し
ょ
う

○
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
と
き
は

　

生
肉
に
は
Ｏ
１
５
７
、
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食
中
毒

菌
が
付
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・ 

生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り
つ
け

ま
し
ょ
う

・ 「
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
食
べ
る
と

き
の
箸
」
は
区
別
し
ま
し
ょ
う

・ 

肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し

て
食
べ
ま
し
ょ
う

○
ハ
イ
キ
ン
グ
や
魚
釣
り
の
と
き
は

・ 

見
慣
れ
な
い
野
草
や
フ
グ
な
ど
の
素

人
調
理
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〈
食
用
と
間
違
え
や
す
い
有
毒
植
物
〉

▽
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
（
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
と
間
違
え
や
す

い
）
▽
ス
イ
セ
ン
（
ニ
ラ
、
ノ
ビ
ル
と

間
違
え
や
す
い
）
▽
ト
リ
カ
ブ
ト
（
ニ

リ
ン
ソ
ウ
、
モ
ミ
ジ
ガ
サ
と
間
違
え
や

す
い
）
▽
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
（
ギ
ョ
ウ
ジ

ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
ギ
ボ
ウ
シ
と
間
違
え
や

す
い
）

　

食
中
毒
に
関
す
る
情
報
は
、
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採
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水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

福
祉
・
年
金
・
子
育
て

高
齢
者
向
け
給
付
金

　

嘉
島
町
は
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申

請
受
付
を
４
月
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の

期
間
で
行
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
は
、
平
成
27
年
１
月
１

日
時
点
で
嘉
島
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て

お
り
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
65

歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
で
、
平
成
27
年

度
町
民
税
が
非
課
税
の
方
で
す
。

　

支
給
額
は
１
人
に
つ
き
３
万
円
（
支

給
は
１
回
）
で
す
。

　

申
請
通
知
は
４
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
対

象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
随
時
発
送
し
ま

す
が
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
、
申
請

書
等
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
振
込
み
詐
欺
に
注
意
》

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
に
関
し
て
、
厚

生
労
働
省
や
市
町
村
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ

っ
た
場
合
は
役
場
や
警
察
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

国
民
年
金
保
険
料
後
納
制
度

　

過
去
５
年
間
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将

来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

「
後
納
制
度
」
が
平
成
27
年
10
月
か
ら

３
年
間
限
り
の
特
例
と
し
て
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
後
納
制
度
を
利
用
す
る

に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
０
５
７
０ -

０
１
１ -

０
５
０

ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

後期高齢者医療の被保険者の方へ　医療機関の適正受診についてのお願い

　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障を
きたしています。必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局でお薬
をもらう際には、下記のことに留意しましょう。

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎２３７－２５７４　　　

●体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間
の診療時間内に受診しておきましょう。休日
や夜間に救急外来を受診することは、重症の
患者さんへの対応が遅れてしまう心配がある
だけではなく、医師の負担が増え、医療費も
割増料金で高くなります。

●かかりつけの医師を持ち、気になることがあっ
たら、早めに相談しましょう。

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、
医療費を増やすだけでなく、重複する検査や
投薬により、かえって体に悪影響をあたえて
しまう心配もあります。今受けている治療に
不安などがあるときには、そのことを医師に
伝えて相談してみましょう。

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発
医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安
くすみます。ジェネリック医薬品を希望する
場合は「ジェネリック医薬品希望カード」を
医療機関や薬局に提示し、利用について相談
しましょう。

●薬には副作用があります。複数の薬を使用す
る場合は、飲み合わせによって副作用が強く
でることもあります。お薬手帳の活用などに
より、既に処方されている薬を医師や薬剤師
に伝え、飲み合わせには注意しましょう。ま
た、薬が余っている場合は、医師や薬剤師に
相談しましょう。
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国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学

生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

１
１
８
万
円
＋

　
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
４
月
始
め
に
再
申
請
の

用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
続

き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

乳
幼
児
保
育
（
預
か
り
）
は

県
等
へ
の
届
出
が
必
要
で
す

　

４
月
か
ら
、
乳
幼
児
を
保
育
ま
た
は

預
か
る
認
可
外
保
育
施
設
や
認
可
外
の

訪
問
型
保
育
事
業
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
）

を
行
う
場
合
、
乳
幼
児
数
が
１
日
に

１
人
以
上
で
あ
れ
ば
、
熊
本
県
ま
た

は
熊
本
市
に
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

届
出
先
は
、
個
人
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

は
住
所
が
、
事
業
者
は
事
業
所
の
所
在

地
が
熊
本
市
で
あ
れ
ば
同
市
、
そ
れ
以

外
は
熊
本
県
に
な
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
研
修
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
研
修
を
受

講
し
、
保
育
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
研
修
の
受
講
状
況
も

届
出
事
項
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

kiji_14735.htm
l

児
童
扶
養
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
27
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
（
対
前
年
比
変
動
率
0.8
％
）
が
公

表
さ
れ
、
平
成
28
年
度
の
児
童
扶
養
手

当
額
が
0.8
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
の
手
当
額
（
月
額
）

・
全
部
支
給　

４
２
、
３
３
０
円

　
（
対
前
年
３
３
０
円
増
）

・
一
部
支
給　

４
２
、
３
２
０
円
〜

　

９
、
９
９
０
円
（
同
３
３
０
円
〜
８

０
円
増
）

※
第
２
子
加
算
額
は
５
千
円
、
第
３
子

以
降
に
つ
い
て
は
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

※
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
第
２
子

等
の
加
算
額
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
法

律
案
が
成
立
し
た
場
合
の
内
容
で
あ
る

た
め
、
確
定
後
に
広
報
誌
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

環
境４

月
24
日
は
町
内
一
斉
清
掃
日

　

４
月
24
日
（
日
）
は
、
春
の
町
内
一

斉
清
掃
日
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
各
地

区
の
清
掃
美
化
を
実
施
し
、
美
し
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、

ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ

い
に
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ご
み
収
集

　

４
月
24
日
（
日
）
は
、
町
内
一
斉
清

掃
に
併
せ
て
粗
大
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

　

必
ず
こ
の
日
の
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、

各
地
区
指
定
の
収
集
場
所
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

※
収
集
品
目
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
例
年
、
タ
イ
ヤ
、
洗
濯
機
、
テ
レ

ビ
等
の
収
集
で
き
な
い
も
の
の
排
出
や

指
定
時
間
以
外
の
排
出
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
必
ず
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
犬
を
飼
う
場
合

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
予
防
注

射
が
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず

年
１
回
の
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
料
金
は
１
頭
当
り
３
０
７
０
円
で

す
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登

録
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。
都
合

の
よ
い
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
東
地
区
】

○
期
日　

４
月
20
日
（
水
）

○
場
所
及
び
時
間

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー
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８
時
50
分
〜
９
時
20
分

・
上
六
嘉
公
民
館

　
　

９
時
30
分
〜
10
時
10
分

・
北
甘
木
公
民
館

　
　

10
時
20
分
〜
10
時
50
分

・
井
寺
公
民
館

　
　

11
時
00
分
〜
11
時
30
分

・
下
六
嘉
公
民
館
跡
地

　
　

13
時
30
分
〜
14
時
10
分

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　

14
時
20
分
〜
14
時
40
分

・
東
小
学
校
正
門
前

　
　

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

【
西
地
区
】

○
期
日　

４
月
21
日
（
木
）

○
場
所
及
び
時
間

・
上
島
公
民
館

　
　

８
時
50
分
〜
９
時
30
分

・
鯰
公
民
館

　
　

９
時
40
分
〜
10
時
20
分

・
上
仲
間
公
民
館

　
　

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

・
下
仲
間
公
民
館

　
　

11
時
00
分
〜
11
時
20
分

・
犬
渕
公
民
館

　
　

13
時
30
分
〜
13
時
50
分

・
高
田
公
民
館

　
　

14
時
00
分
〜
14
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前

　
　

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

４
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

　

５
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

無
料
登
記
相
談
所
（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
土

地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
等

の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時

　

５
月
12
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
御
船

相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
人
材
育
成
支
援

　

熊
本
県
で
は
、
小
規
模
事
業
者
（
製

造
業
）
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

専
門
的
知
識
を
持
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
人
材
育
成
の
様
々
な

相
談
に
無
料
で
応
じ
る
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
い
技
術
を
持
つ
講

師
を
企
業
に
派
遣
し
て
、
技
術
指
導
を

行
う
人
材
育
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
公
財
）
く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

☎
２
８
９－

２
４
３
８

税　課
税
台
帳
が
縦
覧
で
き
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
課
税
台
帳
（
固
定
資

産
税
）
の
縦
覧
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
31
日
（
火
）

　

８
時
半
〜
17
時
15
分（
閉
庁
日
除
く
）

　

こ
れ
を
機
に
、
あ
な
た
の
財
産
を
確

認
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９



広報かしま2016.4

24

平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税

の
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
軽
自
動
車

税
の
税
率
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

○
原
動
機
付
自
転
車
・
二
輪
車
等

○
四
輪
以
上
・
三
輪
の
軽
自
動
車

　

四
輪
以
上
及
び
三
輪
の
軽
自
動
車
は
、

条
件
に
よ
っ
て
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
条
件
は
「
最
初
の
新
規
検
査
」
の

年
月
で
判
定
し
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
化
を

進
め
る
観
点
か
ら
、
最
初
（
新
車
）
の

新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽
四

輪
車
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
よ

り
改
正
後
の
標
準
税
率
約
20
％
増
の
重

課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

軽
自
動
車
税
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
申
請
す
る
と
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

① 

公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と

認
め
る
軽
自
動
車

②
（
イ
）
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る

　
　
　
　

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　

 

（
ロ
）
18
歳
未
満
の
障
害
者
の
家
族

　
　
　
　

が
、
そ
の
障
害
者
の
た
め
に

　
　
　
　

利
用
す
る
軽
自
動
車

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
減
免
範
囲
が
あ

り
ま
す
。

○
減
免
申
請
期
間

　

納
付
書
の
届
い
た
日
か
ら
５
月
31
日

（
火
）
ま
で
（
納
期
限
ま
で
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳

②
戦
傷
病
者
手
帳

③
療
育
手
帳

④
精
神
障
害
者
手
帳

⑤
車
検
証

⑥
運
転
者
の
運
転
免
許
証

⑦
印
鑑
及
び
納
付
書

※
①
〜
④
は
交
付
さ
れ
た
手
帳
が
必
要

で
等
級
に
よ
っ
て
は
減
免
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

農　

業
農
地
貸
借
希
望
者
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農
業

公
社
）
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ
る

方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担
い

手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
『
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸

し
た
い
』、『
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り

た
い
』
と
い
う
方
は
、
役
場
農
政
課
や

Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
、
熊
本
県
農
業
公
社

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
業
公
社

☎
２
１
３－

１
２
３
４

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－

２
６
２
９

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
当
た

っ
て
は
、
農
薬
散
布
に
よ
る
ミ
ツ
バ
チ

へ
の
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近
く
の

養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な

ど
自
前
に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
薬
散
布
に
際
し
て
は
、
ミ

ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

小型特殊
その他

小型特殊
農耕用

小型二輪
（250cc 超）

軽二輪
（125cc 超
250cc 以下）

原付
車種
区分ミニカー 90cc 超

125cc 以下
50cc 超

90cc 以下
50cc
以下

4,700 円 1,600 円 4,000 円 2,400 円 2,500 円 1,600 円 1,200 円 1,000 円
27
年
度

ま
で

標
準
税
率

5,900 円 2,400 円 6,000 円 3,600 円 3,700 円 2,400 円 2,000 円 2,000 円
28
年
度

か
ら

四輪以上
三輪 車種

区分貨物用 乗用
営業用 自家用 営業用 自家用

3,000円 4,000円 5,500円 7,200円 3,100円
平成 27 年 3月31
日までに最初の新
規検査をした車両

税
額
（
年
額
）

3,800円 5,000円 6,900円 10,800円 3,900円
平成 27 年４月１日
以降に最初の新
規検査をした車両

4,500円 6,000円 8,200円 12,900円 4,600円
最初の新規検査
から13 年を経過
した車両
（重課税率）
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☎
３
３
３－

２
３
８
１

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

調
査
・
検
査
・
講
座
・
試
験

〜
日
本
経
済
の
未
来
は
あ
な
た
の
調
査

票
か
ら
〜

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
全
国
す

べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に
平
成

28
年
６
月
１
日
現
在
で
「
経
済
セ
ン
サ

ス－

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
産
業
分
野
の
売

上
（
収
入
）
金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理

項
目
を
同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握
し
、

我
が
国
に
お
け
る
事
業
所
・
企
業
の
経

済
活
動
を
全
国
的
及
び
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
及
び
企

業
を
対
象
と
し
た
各
種
統
計
調
査
の
母

集
団
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

政
府
が
実
施
す
る
統
計
調
査
の
中
で

も
特
に
重
要
な
調
査
の
一
つ
で
、
正
確

な
統
計
を
作
成
す
る
た
め
、
統
計
法
に

基
づ
い
た
回
答
義
務
の
あ
る
調
査
（
基

幹
統
計
調
査
）
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
２
０
１
６

検
索
⬆

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

計
量
器
の
定
期
検
査

　

計
量
法
第
19
条
の
規
定
に
よ
り
、

「
取
引
」「
証
明
」
に
使
用
す
る
計
量
器

の
定
期
検
査
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

４
月
21
日
（
木
）

　

10
時
〜
15
時
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

嘉
島
町
公
民
館

○
持
参
物　

計
量
器
（
質
量
計
等
）、

　

手
数
料
（
１
台
あ
た
り
５
０
０
円
〜

２
２
０
０
円
程
度
）

○
検
査
対
象
計
量
器

・ 

商
店
等
で
商
品
の
売
買
に
使
用
す

る
は
か
り

・ 

病
院
、
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用
の
は
か
り

・ 

学
校
、
病
院
、
保
育
園
等
で
使
用
し

て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

・ 

農
協
、
漁
協
等
流
通
物
資
の
集
荷
、

出
荷
等
に
使
用
す
る
は
か
り

・ 

宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
が
貨
物
の

運
賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

・ 

農
業
、
漁
業
等
の
生
産
者
が
生
産
物

等
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

一
般
社
団
法
人
熊
本
県
計
量
協
会

☎
３
６
７－

７
８
１
６

　
　

熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

計
量
検
定
グ
ル
ー
プ

☎
３
６
９－

２
１
５
１

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

県
立
農
大
農
作
業
安
全
講
座

（
大
特
・
け
ん
引
免
許
取
得
）

　

農
作
業
の
安
全
と
農
業
機
械
の
効
率

的
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
大
特
・

け
ん
引
免
許
を
取
得
で
き
る
講
座
が
県

立
農
大
で
開
講
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者　

①
県
内
に
居
住
す
る
専
業

農
家
、
第
１
種
兼
業
農
家
の
構
成
員
で
、

大
型
特
殊
車
両
の
農
業
機
械
を
有
す
る

方
又
は
利
用
し
て
い
る
方（
予
定
含
む
）

②
県
内
に
居
住
す
る
農
業
生
産
組
織
又

は
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
、
オ
ペ
レ
ー

タ
で
あ
り
、
大
型
特
殊
車
両
の
農
業
機

械
を
運
転
・
操
作
す
る
業
務
を
担
う
方

（
運
転
免
許
試
験
の
受
験
資
格
を
満
た

す
必
要
あ
り
）

○
募
集
期
間　

５
月
６
日
（
金
）
ま
で

　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
会
場　

県
立
農
業
大
学
校

○
日
程　

１
講
座
４
日
間

○
申
込
用
紙
配
布
先　

嘉
島
町
役
場
農

政
課
（
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

○
申
込
書
提
出
先　

上
益
城
地
域
振
興

局
農
業
普
及
・
振
興
課

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局

　
　

農
業
普
及
・
振
興
課

☎
２
８
２－

０
３
０
５

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－

２
６
２
９

危
険
物
取
扱
者
試
験

○
試
験
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１
類
〜

第
６
類
、
丙
種

○
試
験
日　

６
月
12
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

４
月
14
日
（
木
）
〜
４
月
21
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　

４
月
11
日
（
月
）
〜
４
月
18
日
（
月
）

○
試
験
地　

熊
本
市
ほ
か

○
願
書
等
配
置
場
所　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
・
県
下
消
防
本
部
及
び
熊
本
県
総
務

部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
支
部

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11－

４
、 

　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
３
６
４－

５
０
０
５
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Ｑ　

高
校
生
の
息
子
が
無
断
で
バ
イ
ク

の
購
入
契
約
を
し
ま
し
た
。
親
が
契
約

を
や
め
さ
せ
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ　

未
成
年
者
で
あ
る
息
子
の
バ
イ
ク

購
入
契
約
は
、
親
や
息
子
本
人
が
取
消

し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
未
成
年
者
と
は

　

20
歳
未
満
の
人
で
、
知
識
や
経
験
が

不
十
分
で
判
断
能
力
が
未
熟
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
人
で
は
有

効
に
法
的
な
行
為
（
契
約
な
ど
）
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
法
定
代
理
人
の
役
割

　

未
成
年
者
が
法
的
な
行
為
を
す
る
に

は
、
法
定
代
理
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。

法
定
代
理
人
は
、
通
常
は
親
権
者
で
、

親
権
者
が
い
な
い
と
き
は
未
成
年
後
見

人
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

　

法
定
代
理
人
は
、
未
成
年
者
の
代
わ

り
に
契
約
を
す
る
代
理
権
を
持
っ
て
お

り
、
未
成
年
者
の
単
独
で
行
っ
た
法
的

な
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
未
成
年
者
本
人
に
よ
る
取
消
し

　

未
成
年
者
が
単
独
で
法
的
な
行
為
を

し
た
場
合
、
法
定
代
理
人
の
ほ
か
、
未

成
年
者
自
身
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
未
成
年
者
自
身
が
取
り
消
す
場

合
は
、
法
定
代
理
人
の
同
意
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

●
未
成
年
者
が
単
独
で
で
き
る
行
為

　

例
外
的
に
、
未
成
年
者
は
、
単
に
権

利
を
得
た
り
、
義
務
を
免
れ
た
り
す
る

行
為
は
、
法
定
代
理
人
の
同
意
を
得
ず

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
未
成
年
者

の
不
利
益
に
な
る
こ
と
が
な
い
た
め
で

す
。

　

ま
た
、
法
定
代
理
人
が
目
的
を
定
め

て
処
分
を
許
し
た
財
産
を
、
そ
の
目
的

の
範
囲
内
で
は
自
由
に
使
用
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
親
が
子
ど
も
に
「
学
校
で
使

う
文
房
具
を
買
い
な
さ
い
」
と
言
っ
て

お
金
を
渡
し
た
場
合
は
、
文
房
具
を
買

う
た
め
に
お
金
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

法
定
代
理
人
が
目
的
を
定
め
ず
に
処

分
を
許
し
た
財
産
を
使
用
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
親
が
子
ど
も
に
お
小
遣
い
と

し
て
渡
し
た
お
金
は
、
自
由
に
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上

益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
（
23

㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
未
成
年
者
の
契
約
》

嘉島町総合運動公園

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

各種大会等予定 平成28年 3 月31日現在

見
守
り
新
鮮

情
報
4
月
号
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４ 月 の 納 税 等 ５ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }①　期介護保険料
保育所利用料……………４月分
下水道使用料……………３月分
納期限日（口座振替日）
平成28年５月２日（月）

固定資産税……………… ①　期
軽自動車税………………全　期
保育所利用料……………５月分
下水道使用料……………４月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年５月31日（火）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

４月27日
５月11日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
け
が
が
無
い
事
故
が

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

◎ 

刑
法
犯
〜
空
き
巣
、
自
販
機
狙
い
、

万
引
き
、
車
上
狙
い
が
そ
れ
ぞ
れ

発
生
し
ま
し
た
。
特
に
、
万
引
き

の
発
生
は
顕
著
で
し
た
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や
車

の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 28 年２月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.2 7 52 1 1 5 2 0 0

H28 累計 15 104 2 1 5 2 0 0

前年比 1 ‒20 ‒1 1 0 2 0 ‒2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.2 14 158 1 1 7 3 0 2

H28 累計 35 307 4 1 7 5 0 2

前年比 ‒10 ‒4 ‒1 0 1 2 0 0

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（TEL282-1110　内線 261 ～ 264）
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その289〕

　私たちの周囲には、様々な人権問題があります。
たとえば、職場や地域社会などで、いまだに「男性
は仕事、女性は家庭」といった性別による役割分担
的な考え方などから、女性の社会的、経済的自立は
大きく妨げられています。採用や待遇面での差別、
セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）など職場
における問題もあります。また、ストーカー行為や
家庭などにおける女性への暴力（ドメスティック・
バイオレンス／DV）が社会問題となっています。真
の男女共同参画社会を確立するためには、性別にと
らわれることなく、互いにその個性と能力を十分に
発揮できる社会を実現しなくてはなりません。
　子どもの人権問題には、いじめの問題があり、自
殺や不登校の問題もあります。さらに、子どもに対
する虐待や商業的・性的搾取も社会問題となってお
り、法的な取り組みもなされています。子どもの人
権を守るためには、子どもであっても一人の人間と
して尊重するとともに、学校や家庭、地域社会が一
体となり、人権を尊重する意識や心の豊かさを育て
ることが必要です。
　日本の高齢化は急速に進んでいます。高齢者の問
題には就業上の差別や虐待などの問題があります。
多くの高齢者は、能力が十分に活用され、地域社会
に貢献できる生きがいのある生活、自立した生活を
送ることのできる社会を望んでいます。高齢者が社
会を構成する重要な一員として、様々な形で社会参
加ができるようなしくみを考えていく必要がありま
す。
　障がいのある人の自立と社会参加を促進すること
も重要です。2006（平成18）年、国連では「障害
者の権利に関する条約」が採択されるなど、障がい

があっても等しく人権の保障された社会の創造に向
けての国際的な活動が行われています。我が国にお
いても、「障害を理由とする差別の解消の推進に関す
る法律」（2013（平成25）年６月成立。原則的に
2016（平成28）年４月から施行）などの施策を整
備し、2014（平成26）年１月、障害者の権利に関
する条約を批准しました。これを契機に様々な条件
や環境を整え、障がいのある人もない人も同じ社会
の一員として、共に明るく生きる社会を目指す必要
があります。
　日本には外国人も多く住んでいます。しかし、外
国人に対する誤解や偏見によって、就労、住宅など
に関する人権問題も生じています。日本は国際社会
の一員としての自覚をもち、外国人に対する誤解や
偏見をなくし、宗教、習慣、文化の違いなどを理解
し、尊重することが求められています。
　また、日本固有の人権問題としての同和問題やア
イヌの人々、HIV感染者やハンセン病患者・回復者
等、犯罪被害者等、罪を償った人（刑を終えて出所
した人）の人権も解決すべき課題となっています。
さらには、インターネットによる人権侵害、性的指
向を理由とする差別、ホームレスに対する偏見、性
同一性障害を理由とする差別はもちろんのこと、北
朝鮮当局による人権侵害や人身取引（トラフィッキ
ング）に対しても同様です。
　21世紀を真の「人権の世紀」とするために、私た
ち一人ひとりが人権意識を高め、人権が尊重される
心豊かな明るい社会を、共に築いていく必要があり
ます。

公益財団法人　人権教育啓発推進センター
人権啓発パンフレットより

21世紀を「人権の世紀」に

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
②

「
子
ど
も
の
人
権
」　

　

虐
待
か
も
？
と
感
じ
た
ら

○
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
で
子
ど

も
を
守
り
、
育
て
ま
し
ょ
う

　

少
子
化
の
進
行
、
家
庭
や
地
域
の

子
育
て
力
の
低
下
等
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
経
済
的
な
問
題
や
地

域
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
な

ど
に
伴
う
育
児
不
安
や
育
児
ス
ト
レ

ス
の
増
大
等
に
よ
り
、
児
童
虐
待
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

中
途
退
学
等
の
問
題
へ
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
を
守
り
、
子
ど
も

た
ち
が
社
会
的
に
自
立
し
て
い
け
る

よ
う
、
保
護
者
だ
け
が
子
育
て
に
関

わ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
子

ど
も
の
健
全
な
成
長
を
支
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
児
童
虐
待

　

保
護
者
が
18
歳
未
満
の
子
ど
も
に

対
し
て
行
う
、
身
体
的
虐
待
、
性
的

虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
者
と
し

て
の
養
育
の
放
棄
等
）、
心
理
的
虐

待
の
こ
と
で
す
。

・
い
じ
め

　

子
ど
も
に
対
し
て
、
一
定
の
人
間

関
係
に
あ
る
（
そ
の
子
ど
も
が
在
籍

し
て
い
る
学
校
の
子
ど
も
な
ど
）
が

行
う
、
心
理
的
又
は
物
理
的
な
影
響

を
与
え
る
行
為
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
）

で
あ
っ
て
、
そ
の
行
為
の
対
象
と

な
っ
た
子
ど
も
が
心
身
の
苦
痛
を
感

じ
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

・
子
ど
も
の
貧
困

　

子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境
の
整
備

や
学
習
の
支
援
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
性
的
搾
取

　

国
内
外
で
の
児
童
買
春
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
児
童
ポ
ル

ノ
の
氾
濫
な
ど
、
児
童
を
性
的
な
商

売
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
？ 

熊
本
県
は
、
▼
熊
本
県
子
ど
も
輝
き

条
例
▼
熊
本
県
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
▼
く
ま
も
と
子
ど
も
・
子
育
て
プ

ラ
ン
な
ど
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

啓
発
資
料
よ
り
）
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The Flu ！
　After a year and a half of living in Japan, the 
inevitable happened. I finally got the flu. I think it 
was a fairly mild strain, as I only had a low fever, 
but I still had to miss a lot of work. The timing
was very bad too. I missed the Junior High School
graduation ceremony! I was very sad that I didn’t 
get to see the third graders on their last few 
days of school, but I wish them the best. Thank 
you, third graders, for your hard work these 
past few years - and good luck in high school! I 
hope to see you all again someday.
　I can’t believe the year is almost over. It went 
by so incredibly fast. There is only one day left 
of elementary school English classes, and the 
Kashima Kindergarten graduation! That means 
spring break is soon, and hopefully spring weather. 
I’m so excited for it to get warmer. I want to be 
outside in nature as much as possible after this 
long, dreary winter.
　A few weeks ago I got to play soccer with a 
bunch of elementary school teachers from all 
over Kumamoto. I was on a team with the 
Kashima Higashi Elementary teachers, and it 
was so much fun. I’m so glad they invited me 
to participate again this year. I’m still terrible 

at soccer, but I really enjoyed hanging out with everyone outside work. Also I think 
I’ve improved my soccer skills a tiny bit since last year.
　I hope everyone has a good spring break! Do you have any fun plans?

インフルエンザ！
　日本に住んで１年半、インフルエンザにかかっ
てしまいました。微熱だけだったので、とても
ラッキーでしたが、仕事を休むことになってしま
いました。タイミングがとても悪く、嘉島中学校
の卒業式に行けませんでした！三年生最後の日を
一緒に過ごすことができず悲しかったです。三年
生の皆さん、今まで一緒に頑張ってくれてありが
とう。高校へ行っても頑張ってください！今度ま
た会えたらいいですね。
　そろそろ今年度が終わります。信じられないく
らい早かったです！もう小学校での英語の授業が
一つしか残っていません。嘉島幼稚園の卒園式も
あります！もうすぐ春休みですね。素敵な春の気

候になるといいですね。今年の冬は過ごしにくく
長かったので、暖かい春を楽しみに待っています。
　インフルエンザになる前に、熊本県内の先生方
とサッカーをしました。私は、嘉島東小学校チー
ムに入って、とても楽しかったです。今年も招待
してもらえたので嬉しかったです。私は、サッ
カーがまだ下手ですが、先生方とプレイするのは
カッコイイと思いました。たぶん去年より少しだ
け上達していたと思います。
　皆さん楽しい春休みを！楽しい予定を計画して
いますか？

（３月 17 日作成）

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島西小学校卒業式で卒業生と
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松村　玲実さん
（嘉島中学校２年）

富岡　俊子さん（鯰） 鉄田　廣子さん（上島）

白
梅
の
花
咲
く
枝
の
そ
の
下
を
く
ぐ
り
て
歩あ

ゆ

む
社

や
し
ろ

へ
の
道 

大
塚
シ
ズ
子

山
茶
花
に
雪
が
ほ
わ
っ
と
乗
っ
て
お
り
娘
の
綿
帽
子
目
に
浮
か
び
け
り 

川
原　

京
子

枝
先
に
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
二
つ
三
つ
弾
け
る
ご
と
く
梅
の
ほ
こ
ろ
ぶ 

北
澤
喜
美
子

畑
中
の
雀
の
群
れ
の
あ
の
中
に
い
じ
め
ら
れ
っ
子
は
い
な
い
の
か
し
ら 

工
藤　

明
子

正
月
の
三
ヶ
日
は
日
の
丸
を
八
時
に
掲
げ
五
時
に
納
め
ぬ 

栗
﨑　

房
子

ベ
ラ
ン
ダ
に
背
中
を
向
け
て
陽
に
当
た
り
児
ら
は
つ
ば
め
の
如
く
お
し
ゃ
べ
り 

栗
﨑　

廉
子

胃
も
腸
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
屈
し
た
り
汲
み
水
さ
え
も
臭
う
気
の
し
て 

境　
　

益
代

酒
米
は
日
本
一
と
ふ
新
潟
の
「
山
田
錦
」
の
酒
香
る
な
り 

榊
原
レ
イ
子

立
春
を
告
げ
た
ば
か
り
の
予
報
士
が
桜
前
線
の
こ
と
を
言
ひ
た
り 

津
出
ト
ヨ
子

酒
粕
の
甘
酒
す
す
り
「
う
ま
か
な
あ
」
姑は

は

は
め
ず
ら
し
く
目
細
め
言
う 

冨
永　

照
代

勢
い
て
火
の
燃
え
あ
が
る
ひ
と
山
の
く
ぬ
ぎ
落
葉
は
病

わ
く
ら
葉ば

な
れ
ど 

橋
本
ユ
キ
子

雪
の
日
の
水
仙
あ
わ
れ
丈
高
く
咲
き
し
花
ぐ
き
幾
重
に
も
折
れ
る 

三
池　

淑
惠

縦
す
じ
の
目
立
て
る
爪
に
明
る
め
の
色
を
選
び
て
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
す
る 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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町
の
出
初
式
は
３
月
６
日
、
久
し
振
り
に
嘉
島

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
来
賓
の
蒲
島
知
事
が
祝
辞
に
表
彰
。

さ
ら
に
嘉
島
幼
稚
園
な
ど
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
通

常
点
検
の
点
検
者
も
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
の
ご
出
席
は
あ
り
が
た
く
、
町
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
訓
練
を
重
ね
、
万
一
の

事
態
に
備
え
て
い
る
消
防
団
員
に
と
っ
て
大
き
な

励
み
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
団
員
の
動
き

は
き
び
き
び
と
し
て
、
使
命
感
と
緊
張
感
が
伝
わ

り
、
誠
に
頼
も
し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

４
月
の
役
場
人
事
異
動
は
、
大
量
退
職
な
ど
で

大
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
者
に
は
こ
れ
ま
で

の
貢
献
に
感
謝
し
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
人
生

を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
規
職
員
も
採
用
し
ま
し
た
。
新
た

な
陣
容
で
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

意

輪

嘉
島
西
小
学
校
児
童
一
同　

様

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　
　

平
成
28
年
３
月
18
日
現
在

一　

般　

寄　

付

３月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会　・課長会議
 ・嘉島町議会運営委員会
 ・熊本県町村会辞令交付式
２日 ・嘉島町総合計画審議会
 ・熊本県農業会議総会
 ・熊本県市町村職員共済組合理事会
 ・熊本県体育協会理事会
３日 ・熊本県土地改良事業団体連合会通常総会
 ・熊本県議会副議長面会
 ・くまもと経済レセプション
４日 ・上益城地域振興局長来庁応対
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・村の再生フォーラム
 ・保健・医療・福祉トップセミナー
 ・坂本哲志「2016 春の集い」
６日 ・嘉島町消防団出初式及び消防点検
７日 ・課長会議　・嘉島町議会定例会　～ 11 日
 ・自民党県連各種団体協議会代表者会議
 ・御船警察署長来庁応対
８日 ・国保中央会理事会
９日 ・菊池警察署副署長来庁応対
 ・熊本県市町村社会福祉協議会理事会
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・嘉島町総合教育会議
10 日 ・蒲島郁夫候補出陣式
 ・熊本県都市計画課来庁応対
12 日 ・嘉島中学校卒業式
13 日 ・下六嘉区総会　・三郎無田区総会
 ・高田堰掛土地改良区総会
14 日 ・課長会議　・男女共同参画推進会議
15 日 ・熊本県環境整備事業団理事会
 ・熊本さわやか長寿財団理事会
16 日 ・悠優かしま来庁応対
 ・熊本県暴力追放運動推進センター臨時評議

員会
 ・水土里情報利活用協議会
 ・国土交通省熊本河川国道事務所長来庁応対
17 日 ・熊本県社会福祉協議会理事会
 ・緑川の日実行委員会
18 日 ・嘉島幼稚園卒園式
 ・嘉島町ごみ問題対策実行委員会
 ・嘉島町嘱託員会議
19 日 ・嘉島中央土地改良区総代会
 ・東海大学学位授与式
20 日 ・西村区総会　・上仲間区総会
 ・高田区総会　・北甘木区総会
 ・嘉島町総合地域クラブ設立総会
21 日 ・蒲島郁夫候補総決起大会
22 日 ・課長会議　・熊本中央一般廃棄物処理施設

整備促進協議会町村長会議
 ・郵便局との災害応援協定調印式
23 日 ・嘉島東小学校卒業式
 ・熊本県共同募金会理事会及び評議員会
24 日 ・防犯カメラ運用に関する合意書調印式
 ・熊本県町村監査委員協議会定期総会
 ・嘉島町社会福祉協議会理事会及び評議員会
25 日 ・嘉島町老人クラブ連合会シルバーヘルパー

研修会
 ・熊本県町村会定期総会
27 日 ・鯰生産組合総会　・上島消防団総会
28 日 ・課長会議
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・嘉島町職員研修
29 日 ・熊本県土木部長来庁応対
 ・熊本県建設技術センター評議員会
30 日 ・北甘木老人会総会
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議

会
 ・連携中枢都市圏構想第３回圏域首長会議
31 日 ・熊本県町村会退任式
 ・上益城広域連合退任式
 ・嘉島町役場退任式

当選して初登庁後、県町村会事務局を表敬訪問した蒲島知事と

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

齊
藤　

幸
子　

様
（
犬
渕
）

　
　
　

亡　

長
雄　
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藤
瀨　

京
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

英
夫　
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池
本　

美
惠
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様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

一
孝　
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井
手　

久
義　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

ミ
サ
エ　

様

　

蜂
屋　

榮
一　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

敏
子　

様
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嘉島町の人口動態
平成28年3月31日現在

（前月比）

人   口 9,195 人　

　男　　 4,435 人　

　女　　 4,760 人

世帯数　 3,411 世帯　（＋15）

  

  

  

  
 
  

  

  
「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

じいちゃん、ばあちゃん、たくさん遊んでね
ご両親：中山　祐輔さん　智裕さん（上島）
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４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
広
報
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
４
に
な
っ
た
９
歳
の
息
子
と
主

人
の
３
人
家
族
で
す
。

　

カ
メ
ラ
を
手
に
取
る
と
、「
大
丈

夫
？
撮
れ
る
？
」
と
心
配
さ
れ
る
私

で
す
が
、
町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｍ
）

中
山
　
暖
琉
（
は
る
）
く
ん

平
成
27
年
11
月
11
日
生

４月10日（日） 小糸整形外科（御船町）
  ☎２８２－００５０
４月17日（日） たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５
４月24日（日） さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３
４月29日（金・祭） 　よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３
５月１日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
５月３日（火・祭）　田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２
５月４日（水・祭）　大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３
５月５日（木・祭）　みふね眼科（御船町）
  ☎２８２－３７１１
５月８日（日） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
５月15日（日）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
  ☎２８２－００７０

　（± ０）

　（＋12）

　（＋12）

　

嘉
島
東
部
台
地
土
地
区
画

整
理
事
業
で
開
発
が
進
む

「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
の
宣
伝
看

板
が
３
月
、
町
内
２
カ
所
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

看
板
は
縦
１
・８
㍍
、横
４
・

５
㍍
。一
つ
は
上
島
地
区
。イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
東
側
入
口

の
国
道
交
差
点
近
く
の
町
道

沿
い
。イ
オ
ン
へ
入
る
た
め

に
よ
く
渋
滞
す
る
車
か
ら
は

左
側
に
見
え
ま
す
。「
住
宅
用

地
全
９
０
０
区
画
予
定
」「
店

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
東
側
入
口
の
国
道
交
差

点
近
く
に
設
置
さ
れ
た
看
板

嘉島東部台地土地区画整理事業

イオン東側など町内２カ所に

「ゆうすいの杜」看板設置

舗
用
地
有
り
」「
県
下
最
大
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
誕
生
！
」
と

し
、「
平
成
32
年
度
販
売
開
始

（
予
定
）」と
売
り
出
し
時
期
も

明
示
。矢
印
で
ゆ
う
す
い
の
杜

へ
誘
導
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、北
甘
木
の
開

発
地
区
内
の
町
道
沿
い
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
う
す
い
の
杜
は
約
70
・

８
㌶
。町
最
大
規
模
の
開
発

で
、平
成
28
年
度
中
に
も
造
成

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。


